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第一章　愛のない秘密の関係












「バウンセン副団長、ピンが曲がっていますよ」

　部下に指摘されて、シャーロット・バウンセンは自らの胸を見下ろした。

　目視で確認できないが、きっと曲がっているのだろう。

　その様子を見て、部下が壁にかかっている鏡を指す。

「あちらで確認されては？」

「そうですね。そうします。……それでは、この書類は私が本部へ提出しておきます」

「お願いします」

　部下を見送り、シャーロットは壁にかかっている鏡へと近づいた。

　鏡に映るのは金色の髪、白い肌、琥珀色の瞳を持つ、顔立ちが整った女性。

　かつてはバウンセン伯爵令嬢と呼ばれていた。

　しかし、彼女が今着用しているのはドレスではなく、真っ赤な詰め襟の制服だ。金のボタンがきらめき、同じ色の美しい刺繍が施された騎士団の制服。

　子どものときから伸ばしていた髪も入団とともにバッサリと切り、今は肩にかかるほどの長さしかない。

　シャーロットは思わず、鏡に映る自分の姿にうっとりした。

　ナルシストなわけではない。

　この制服に身を包む自分の姿が誇らしいのだ。

　騎士一家に生まれたシャーロットは、当然のように騎士を目指した。伯爵家の令嬢として生きる道もあり、家族もそれを望んだが、シャーロットは夢を諦めることができなかったのだ。

　そして、念願かなって第二騎士団に入ることができた。魔物を狩る討伐遠征がある危険な部署だ。シャーロットはそこで副団長という役職まで駆け上がったのだ。

　騎士の世界は男社会であったが、批判や差別も気にしなかった。

　やりたい仕事ができている。

　そのことが、なにものにも代えがたいシャーロットの幸せだった。

　部下の指摘通り、鏡を見るとピンが曲がっていた。

　正しく戻すと、開いている窓から声が聞こえてきた。

「お前、こんなところにいていいのかよ？」

　階下で兵士がさぼっているようだ。

「余裕、余裕。だって、第二騎士団の上官を知ってるか？　女だぞ！」

　シャーロットは眉をひそめた。

（この下は第一騎士団の訓練場だったわね）

　第一騎士団は城の警備を任されている。

　声の主の一人は自分の配下の者だとわかる。

　噂話がどんなふうに続くかは簡単に予想ができた。

「色仕掛けで成り上がったんだろう、でしょ？」

　抑揚のない声でシャーロットは呟いた。

「どうせ、色仕掛けで成り上がったんだろう！」

　しばらくして、まったく同じ文言が嫉妬たっぷりに聞こえてきた。

　男の下衆な笑い声が二階にまで上がってくる。

　そんな嫉妬やひがみは痛くもかゆくもない。

　それよりも、今大事なことは少しの感情も顔に出さないことだ。

　騎士になって四年。

　けっして感情的になるまいと心に刻んだ。

　声を荒らげれば、それだけで「女性は感情的で困る」と同僚や上官に怪訝な顔で言われてきた。

　それならばと、指摘される欠点をことごとく削ぎ落した。髪も切って、胸もさらしで巻いて目立たないようにした。感情に左右されず、あくまでも俯瞰で物事を考えるようになっていった。

　騎士でいられるなら、そのほかのことは些細なことだ。

　頑なに自分を律しているうちに、苦言を呈した上官や同僚だった兵士たちは何かしらの都合で辞めていった。残ったのはシャーロットで、後ろ指をさすのは今では新しく入団した者しかいない。

　深呼吸をすると窓を閉め、階段を下りていく。

　そして、階下でたむろしている兵士たちの一人に声をかけた。

「あなた、どうしてここにいるんですか？」

　感情のない声で言う。

　慌てて振り返ったのは、第二騎士団にこの春入団してきた若い兵士だった。

　彼には、シャーロットが無表情に映っているだろう。

　そう見えるように努力してきた。

　けっして感情的にはならない。

　女性だから感情的、男性だから論理的などという偏見に、自らが与くみしないように。

「ふ、副団長!?」

　兵士は目を見開いた。

　それでも彼の口角が少し上がったことを、シャーロットは見逃さなかった。

　仲間らしき兵士は、こそこそと逃げていく。

（管轄外だからここは見逃すけれど、次にさぼっているところを見つけたら容赦なく報告しないと）

　そんなことを考えながら、シャーロットは冷めた視線を新米の兵士へと向けた。

「この時間、あなたは食糧庫の在庫を確認しているはずではありませんか？」

「いや、ちょっと、これには事情が」

　言い訳をしてこの場を乗り切ろうとしている様子がうかがえる。

「いかなる理由があろうと持ち場を離れることは許されません。事情がある場合は、上官……つまりは私か、マクディナル団長に必ず報告するようにとも伝えているはずですが？」

「休憩したら戻るつもりで」

　この兵士は、まだ悪あがきをしている。

（どうしたものかしら。毎年のこととはいえ、面倒くさい）

　春に入団試験が行われ、初夏には新米兵士が入ってくる。

　そのたびに、一人はこういう輩がいた。

　シャーロットを女性だからと馬鹿にする人種だ。

（体罰を与えるのが一番手っ取り早いけれど）

　兵士とにらみ合っているそのときだった。

　シャーロットの頭にポンっとなにかが触れた。

　とっさのことで、シャーロットの鉄仮面が一瞬崩れる。

　頭を撫でられている。

　副団長の自分にそんなことをできる相手は一人しかいない。

「なんのつもりですか？　マクディナル団長」

　振り返ると太陽の光がまぶしくて思わず目を細めた。

　背後には見知った長身の男が立っている。

「どうしたの？　シャーロット。眉間に皺が寄ってるよ。スマイル、スマイル」

　白銀の髪の毛がきらめいて見えた。

　表情は見えないが、彼は笑っているだろうとシャーロットは感じた。

「逆光で眩しいだけです」

　シャーロットは言い返しながら男をにらんだ。

　目が慣れてくると、やはりその男は口元を緩めている。

　騎士の大事なジャケットを脱ぎ、シャツ姿の彼は男の色香を放っていた。

　広い肩幅、鍛えられた体、白銀の髪の毛は綿菓子のように柔らかく風になびいている。

　シャーロットを見つめる瞳は海の底のような深い青で、どこか優しい。

　アーサー・マクディナル騎士団長。

　三人いる団長の中で最年少の三十歳だ。

　剣の才能に優れ、誰よりも力が強く、そして優しかった。

　傲らず、人当たりがよく、頼れる上官。

　そんな彼をシャーロットはにらみつけていた。

「それに、バウンセンとお呼びください。マクディナル団長」

　こちらが低い声で言うと、アーサーはヘラっと笑う。

「承知しました。バウンセン副団長さま」

「茶化さないでください」

　彼のペースに巻き込まれていることに気づき、シャーロットは咳ばらいをした。

「そんなことより、彼は規律を破ったのです」

「そうなの？」

　アーサーがちらりと新米兵士を見る。

　兵士が助けを乞うように、両手を合わせているのがシャーロットにはわかった。

「持ち場を離れていました。本来なら食糧庫の在庫を確認しているはずです」

　気持ちを落ち着けて、言葉を続ける。

「私たち騎士は兵士の配置を適当に決めているわけではありません。もしものことがないように、人員を配置しているのです。これが討伐遠征なら我々は魔物によって危険にさらされているでしょう。規律こそ、第二騎士団でなによりも大事なことなのです」

　城壁の外には魔物が生息している。

　それらが増えすぎないようにすることが、シャーロットが所属している第二騎士団の務めであった。

　三ヶ月に一度の討伐遠征は治安維持のためだけではない。魔物から取れる皮や牙は他国とも高い金額で取り引きされる。第二騎士団は重要な役割を担っていた。

　魔物は野生動物よりも体が大きく狂暴ではあるものの、規律さえ守っていれば、討伐自体はそれほど危険なわけではない。ここ四年間は、命を落とす者は減ったが、それでも重傷者は出ていた。

　しかし、それは規律を守ってこそ。

　討伐遠征で兵士が持ち場を離れ、油断したところを魔物に攻め入られたなら、多くの兵士や騎士に危害が及ぶことになるだろう。

　規律こそ大事だと、シャーロットは考えていた。

「そうだね。君の言い分は正しいよ」

　アーサーが優しい視線を向けながら頷く。

　シャーロットは副団長になり、魔物討伐戦術を一新。

　それにより、死亡リスクは激減した。

　彼女の功績は兵士や騎士なら誰でも知っている。新米以外は。

　アーサーはほほ笑むと、シャーロットの頭を撫でた。

　上官の手を振り払うことはできず、されるがままになる。

「だけどね、シャーロット、自ら嫌われ役を買ってでることないだろう？　君が直接言わなくても、注意する人はほかにもいるよ。例えば俺とか」

　アーサーは自らを指さし、白い歯を見せて笑った。

（嘘つき）

　シャーロットは心の中で毒づいた。

　彼が人に厳しくしている姿を見たことがない。

　直属の部下であるシャーロットも一度しか叱られたことはなかった。

　それも、シャーロットに非があってのことだ。

「ご心配には及びません。これも私の仕事のうちです」

　アーサーが優しすぎるから、シャーロットは厳しくする。

　彼は誰が見ても優秀だ。

　おまけに頼りがいがある。

　だから彼を嫌う者はいない。

　それがたまらなくいやだった。

　彼はシャーロットすら、甘やかして懐柔しようとしてくる。

　アーサーは若い兵士へと向き直った。

「バウンセン副団長の判断は正しい。討伐遠征では、一瞬の気の緩みが命取りになる。わかるね？」

「はい。私は間違っていました！」

　若い兵士の表情が華やいだ。

　アーサーもよしよしと頷く。

「じゃあ、訓練場を百周走っておいで」

「百周ですか？」

　繰り返す兵士に、アーサーは深く頷いた。

「ああ。自分が悪かったと心に刻みながら、百周走るんだ。他の騎士団なら上官への侮辱は不敬罪で、牢に送られても仕方がないよ？　戦争中なら切り捨てられても文句を言えないだろうしね」

　その通りだ。

　兵士は観念したのか、肩を落として訓練場を走り始めた。

（マクディナル団長が出ると、こんなにもすんなり片付くのに）

　彼がやってこなければ、今も押し問答をしていただろう。

　気持ちのいいものではないが、解決したのだ。シャーロットはなるべく表情に出さないように努めた。アーサーに軽く頭を下げる。

「ご助力いただき、ありがとうございました」

「いいって、いいって。それよりこちらこそ、いつもありがとうね」

　近づかれると、シャツを緩く着崩している彼の胸元からよく知っている石鹸の匂いが香ってきた。

　シャーロットは顔をしかめ、アーサーの脇を通り過ぎる。

「それでは、私は報告書を提出する途中でしたので」

　彼の声が聞こえたような気がしたが、シャーロットは進んでいく。

　騎士団本部の扉を開こうとしたとき、腕を掴まれた。

　アーサーだった。

「シャル、歩くのが速いよ」

　ハスキーボイスが、愛称を口にする。

　彼だけが呼ぶ特別な愛称。

　全身の血が沸騰してしまいそうなくらい、熱くなった。

「こ、ここをどこだと思っているんですか……」

　騎士団本部の扉の前だ。

　いつ誰がやってくるかはわからない。

　腕を掴まれた手をふりほどこうとするが、かなわなかった。

「大丈夫。今は俺とシャルの二人だけだよ」

　簡単に引き寄せられる。

　そのまま、頬を両手で包まれた。

　大きな手だ。

　彼にそうされると、体がじわりと熱くなった。

「もう一週間触れ合ってないね。そろそろ限界じゃない？　俺に甘えていいんだよ？」

　優しい声に、シャーロットは首を振った。

「平気です！　我慢なんてしていません！」

　彼の手首をぎゅっと握る。

　そして、眉間に皺を寄せてにらみつけた。

　彼の大きな手が髪を撫で、そのまま首を揉む。

「シャル、俺は君を心配してるんだ」

　アーサーに触れられると体が粟立つ。

「ほら、首が凝ってる。疲れがたまっているんだろう？　顔色も悪いよ。ちゃんと眠れてる？」

「放って、おいて……くださぃ……」

　マッサージだとわかっていても、その声は甘いものへと変わってしまう。

「そんなに意地を張らずに。今夜ウチにおいで。いっぱい甘やかしてあげるから」

「いやっ……」

　否定の言葉が甘く響く。

　彼の言う通り、本当は体が本調子ではない。

　眠りが浅い日が続き、食欲もない。毎朝、けだるい体を引きずって登庁していた。

　そして彼に頼れば、その苦しみから嘘のように解放されることも理解している。

「シャル、こんなことは言いたくないけど」

　アーサーの目が、シャーロットを見据える。

　背筋がぞくりとした。

「もうすぐ、討伐遠征だ。参加したければ、今夜必ずウチにきなさい。わかったね？」

　優しい命令。

　シャーロットは頷いてしまいたくなる衝動にあらがい、涙を堪えて黙っているのがせいいっぱいだった。

　アーサーがフッと笑う。

　それ以上言及することなく、彼はシャーロットから離れ、もときた道を戻っていった。

　シャーロットにそれだけを言うために彼が追いかけてきたのだとわかる。

　残されたシャーロットは、自分の表情が緩んでいることに気づき、自分の頬を軽くたたいた。

　彼の後ろ姿を見つめながら、恋の溜め息をつく。

　その後、仕事を終えたシャーロットは、一度は帰宅したものの迷っていた。

　シャーロットの住む家は、パン屋の三階にある、元は倉庫だった場所を間借りしたものだ。

　パン屋を営む夫婦は、騎士であるシャーロットに友好的でしょっちゅうパンを恵んでくれていた。

　そして今日も、大量のパンを譲り受けてしまったのだ。

（一人じゃ絶対に食べきれない……）

　しかも、戸棚には瓶詰一つない。

　もともと食に興味がなかったが、美味しい食事を知ってしまった今、パンだけを食べるのはつらい。

　眉間に皺を寄せて少し考えると、シャーロットはパンが入った紙袋を手にして、もう一度外へと出た。

　そのまま、街の外れへと進んでいく。

　城壁の近くに一軒家があった。

　煙突のある、レンガでできた平屋。

　広い庭には小さな畑があり、新鮮な野菜が鈴なりになっている。

　シャーロットはその家の扉を拳で叩いた。

　しばらくして、扉が開く。

　そこに現れたのは、エプロン姿のアーサーだった。

　同時に、家の中から漂ってきたトマトやにんにく、肉の匂いがシャーロットの胃を刺激する。

「シャル、ちょうど食事の用意ができたところなんだ」

　くることがわかっていたように、目を細められた。

　見透かされたようで、シャーロットは恥ずかしくなる。

　アーサーの前に紙袋をつき出した。

「私は大量のパンをお裾分けにきただけですから」

「ああ、シャルの家の下にあるベーカリー？　俺、あそこのパン好きなんだよね」

　アーサーは、笑顔で紙袋を受け取るとその場で中を確認した。

「おいしそうだね。そうだ、これをトーストしよう。先週作ったバターがあるから、それを添えて出すよ」

　胃がきゅっと縮むのを感じる。

　家に一人でいるときは食べるのも億劫に感じていたのに。

　シャーロットが答えないでいると、アーサーは扉をさらに開く。

「さあ、入って」

「……おじゃまします」

　家に一歩足を踏み入れる。

「シャル、この家での約束は覚えているね？」

「はい、アーサー……」

　彼の家に入ったら、役職は忘れること。

　愛称で呼び合うこと。

　これがこの家のルールだった。

「よし、いい子」

　彼は棚の上にパンが入った袋を置き、エプロンを脱ぐとシャーロットを抱き寄せた。

　シャーロットも拒否せず、彼の広い背に手を回す。

　自然と息を吸い込んだ。

　いい匂いがする。石鹸と、かすかに料理の匂いも。

　彼が顔を寄せてくると、キスだとわかった。

　黙って受け入れる。

　柔らかな唇は合わせるだけのキスをやめ、すぐにシャーロットの唇を開かせた。

「んっ……」

　まだ、このキスに慣れない。

　巧みな彼の舌技に蕩けて、またアーサーの言われるがまま、恥ずかしい行為に応えてしまうから。

「んっ……ふっ、やめっ……あっ……」

　まだ残る理性で彼の胸を押しのけようとした。

　しかしそれでもアーサーの熱い抱擁からは逃れられなかった。

　彼の舌がシャーロットの口内の奥へと入ってくる。

「あっ……んっ、ぁあ……」

　唾液や、声までも彼に飲み込まれてしまう。

　まるでアーサーも空腹だったというように、シャーロットを味わうようなキスをしてくる。

　シャーロットは抵抗をやめた。

　舌を絡められれば従順になってしまう。

　押しのけようとしていた手は、今では彼のシャツを握りしめ、すがるような体勢になっていた。

　キスをやめたのはアーサーから。

　彼にすべての主導権があった。

「ベッドへ行こうか」

　うわずった声で誘われて、頷きそうになったが頭のどこかで理性が働いた。

　訓練を終えてから水浴びもしていない。

「アーサー、先に食事にしませんか？　その後、浴室をお借りしたいんです」

　後ずさるシャーロットの細い手首を、大きな手が掴んだ。

「俺は今、君を味わいたいな」

「……でも、料理、が」

「火は止めた。料理は一度冷えたほうが味が染みておいしいよ」

「ですが……私は汗を流したいんです」

　アーサーが掴んだ手を引き寄せてくる。

　手の甲に唇を寄せられた。ちゅっと音がなる。

「ちょうどいいだろう？　今から運動で汗を流す」

　熱っぽい視線に、シャーロットはたじたじになってしまう。

　なんとかして逃げたいと思うが、彼の碧眼から視線をそらすことができない。

「そうじゃなくって、私は水で、汗を……」

「シャル、ベッドに行こう。汗なら俺は気にしないよ」

　手の甲に落としていたキスが手首へと移動する。

　ちゅるっ、ちゅっとわざと音を立てて、シャーロットの思考を乱してくる。

　そのまま制服のジャケットを脱がされてしまった。

　彼の大きな手がシャーロットのシャツのボタンを二個外す。

「ん……だ、だめ……」

　アーサーが動きを止める。

「シャル、そういう反応は煽るだけだよ。二人で決めただろう？　本当にだめなときのセーフワード」

　シャーロットはこくりと頷いた。

「さあ、観念して」

　アーサーに手を引かれ、ベッドルームへと移動する。

　彼は部屋に入るなりルームランプに火を灯した。部屋が暖かなオレンジの光に包まれる。

　サイドテーブルには赤色の首輪が置いてあった。

　それをアーサーは手に取る。

　言われる前に、シャーロットは自分の後ろ髪を両手で持ち上げた。

　彼が慣れた手つきで首輪をつけてくれる。
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「かわいいよ」

　首にぴったりと革があたる。

　息苦しさは不思議となく、むしろシャーロットを安心させた。

　うっとりとして彼を見る。体の熱が上がっていくのを感じていた。

　誰からも愛されるアーサーが、今はシャーロットだけを見つめている。

　この首輪をはめている間は、彼はシャーロットのものだった。

　そして、シャーロットも。

　アーサーは目を細めて笑う。

「いい子だね」

　頭を撫でられた。

「少しでもいやだと思ったら、二人で決めたセーフワードを口にして。そうしたら俺は、どんなに君に触れたくてもやめるから」

　シャーロットはもう一度頷いた。

　アーサーも満足したように頷くとベッドに腰掛けた。

「じゃあ、シャル、自分で服を脱いで」

「うっ……」

　突然の命令に、シャーロットは顔をしかめた。

　それでも、命令に従い、残ったシャツのボタンを外していった。

　さらしを外し、下着ごとズボンを脱ぎ、一糸まとわぬ姿になる。

　羞恥から胸を右腕で、秘部を左の手のひらで隠した。

　そして、こんな命令をしたアーサーをにらみつける。

　彼は苦笑していた。

（いやならセーフワードを言ったらいいのにって、顔してる）

　シャーロットは唇を噛みしめる。

「おいで」

　彼に呼ばれ、言われた通りに近づいた。

　裸体のシャーロットは、座っているアーサーの脚の間に導かれる。

「首輪は？　苦しくない？」

　優しい声に戸惑いながらもこくりこくりと頷く。

「触るね」

　彼はまず、両肩に触れてきた。

　そのまま二の腕を撫でる。

「寒い？　鳥肌がたってる」

　尋ねられて、シャーロットは首を左右に振った。

　寒いわけではないが、彼に触れられると肌が粟立つ。

　そして、もっと触ってほしいと望んでしまうのだ。

「そう、よかった。じゃあ、手をどけて。俺に体を見せて」

　言われた通りにする。恥ずかしくて、視線はそらした。

「きれいだよ」

　アーサーの視線を体に感じる。

　それから数秒の沈黙に、シャーロットは耐えきれなくなった。

「……何度も、見てるじゃないですか」

「何度見ても、きれいだって思うよ。きっと、この先も」

　彼はそう言うと、シャーロットの腰に触れた。

（いつ終わるか、わからない関係なのに……）

　熱くて大きな手のひらが、シャーロットの体を這っていく。

「はっ……あぁ……」

　腰のくびれをなぞり、下腹部を親指の腹で撫でられた。

　それだけでシャーロットはたまらず、甘い吐息を漏らす。

　彼の指はいろいろなところに触れていく。

　それでも胸や秘部には興味を示さず、ただひたすらシャーロットの柔肌をたしかめるように撫でているだけだ。

「くっ……ぅぅんっ……」

　自分の体の変化に気づいていた。

　下腹部がじんわりと熱を持ち、期待するように膣を濡らす。

　その蜜が、太ももを伝っていた。腰が揺れそうになるのを、必死で堪える。

　彼はいまだ、肌の上を撫でるだけだ。

　もうすでに内側に触れられる快楽を知ってしまったシャーロットは、もどかしさに唇を噛む。

（あ、ああ……触ってと、言ってしまいたい……）

　頭の中がそれでいっぱいになり、ぼんやりとしてくる。

　ふと、彼と目が合った。

　アーサーは真剣な表情をしていた。

　ただ、こちらをまっすぐに見据えている。

「シャル、脚を開いて」

　もう羞恥はなかった。

　彼の命令に従い、与えられるであろう快楽の予感に胸を躍らせる。

　脚を開くと、溢れ出た蜜がわずかに水音を立てた。

　彼の大きな手が、太ももを撫でる。

　擦るように上下に撫でられ、両親指がシャーロットの薄い和毛にこげに触れた。

「ん……ふ……」

　淫猥な妄想がシャーロットを支配している。

　彼の右手の中指が、割れ目を撫でる。

　それだけで脚ががくがくと震えた。

　彼の指の腹が、割れ目を軽く叩いた。

「すごいね。とっても濡れてる。……音、聞こえるだろう」

　変わらない優しい声にシャーロットは頷いた。

「どうしてほしい？」

　問いかけに、戸惑った。

　頭の中では、すごいことを考えている。

　しかし、それを口にすることはできなかった。

（願望を口にしないと、彼はきっとかなえてはくれないのに）

　シャーロットは彼の陰茎をまじまじと見たこともなければ、抱かれたこともない。

　そしてなによりも彼の本当の愛情が欲しかった。

（愛してほしいなんて言えば、彼は応えてくれるのかしら……）

　わからない。彼は誰にでも優しいから。

　それでも、アーサー・マクディナルに愛されて、抱かれたい。

　シャーロットはぎゅっと目を閉じた。

「わかりません……」

　そして、生唾を飲み込んだ。

「ですが、気持ちよくなりたい、です……」

　蚊の鳴くような声で伝えると、アーサーが息を呑んだのがわかった。

「……わかった」

　ベッドがきしみ、彼が立ち上がったのだとわかる。

　アーサーに抱きしめられ、耳元に吐息がかかった。

「君の望み通り、気持ちよくしてあげるよ。なにも考えられなくなるくらい」

　そうして抱き上げられ、ベッドに下ろされた。

　シャーロットはゆっくりと目を開ける。

　その途端、目を見開いた。

　アーサーが、シャーロットの秘部に顔をうずめようとしていたからだ。

「ま、待ってくださっ……あんっ！」

　静止もむなしく、彼は陰核に唇を這わせた。

「シャル、いやならセーフワードを」

　そうしてもう一度舐め上げられる。

「んっ……あぁっ」

　体を跳ねさせるシャーロットに、アーサーは真剣な表情で言った。

「忘れたわけじゃないよね？　本当にいやなら『愛してる』って言うんだよ？」

　彼の表情はどこか、怒っているようにも見えた。

「わかって、いますっ……うっ、くぅっ……」

　彼は執拗に秘部を舐め続ける。

「そう。覚えているならよかったよ。てっきり忘れたのかと思って」

　最後は軽口のように言って、アーサーはそれっきり話さなくなった。

　シャーロットの秘部を舐めることに忙しくなったからだ。

　舌を這わせ、足の付け根に噛みつくようにキスをする。

　内部に触れられない秘部は、だらだらと蜜を垂らし、絶頂に苦しんだ。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　シャーロットが解放されたのは一時間後のことだ。

　アーサーの執拗な愛撫にさんざん達し、汗と蜜でベッドシーツが濡れている。

　彼はというと、肩で息をするシャーロットをベッドから降りて見下ろしていた。

　そのまま無言で部屋から出ていってしまった。

　シャーロットはその後ろ姿を横目で見つめていた。

（また私だけ気持ちよくさせられた……）

　彼自身はシャツのボタン一つ外すことはなかった。

　彼とのプレイはいつもそうだ。

　しばらくするとアーサーはマグカップを持って戻ってきた。

「シャル、水分をとって。それにお風呂の準備ができたけど、入る？」

　疲れて声もなく頷くと、彼がシャーロットを座らせた。

　そのまま首輪を外してくれる。

　首が開放的になるが、なぜか終わってしまうことに寂しさも感じた。

　カップを手渡され、いっきに飲み干す。

　彼は飲み終えたカップを受け取りサイドテーブルに置くと、慣れた様子でシャーロットを横抱きした。そのまま浴室へと運んでくれる。

　風呂好きな彼は貴族が使うような猫足つきの浴槽を持っていた。

　浴室のない借家に住んでいるシャーロットにとって、少しうらやましい。

　アーサーは自分の生活を快適にするためには、金を惜しまない人だ。

　一方のシャーロットは、家事能力もなく元伯爵令嬢のわりにいろいろなことが無頓着で雑だった。

　アーサーはシャーロットを湯船にゆっくりと下ろしてくれる。

「熱くはない？」

　彼は手で湯をすくうと、シャーロットの肩にかけた。冷えていた肩が温かくなる。

「ちょうどいいです。気持ちいい……」

　すぐにでも眠ってしまいそうだ。

　彼はこんなふうに、世話をするのが好きなのだ。

　風呂から出た後も、タオルで体の水分を拭き取られ、彼の大きな綿のシャツを着させられる。シャーロットには大きく、それだけでワンピースのようになった。長い袖はアーサーにまくってもらう。

　また横抱きしようとする彼の手を、シャーロットは制した。

「……自分で歩けます」

　今更かもしれないが、次第に冷静になってくるものだ。

「そう？　もっと甘えてくれてもいいのに」

　シャーロットはうつむいていたので、彼の表情はわからなかった。

　しかし、声色は残念そうだと感じた。

　恋愛の経験がないため、こういう扱いを受けたとき、いまだにどうすればいいのかわからない。

（提案を受け入れたほうがよかったのかしら？　だけど、本当にもう歩けるし……。それに私たちは、恋人ではない。利害が一致しているだけのパートナーだもの）

　恋愛経験のないシャーロットでもわかる。彼の優しさは度が過ぎていると。

　これに慣れたら、きっと他の男性では物足りなくなってしまうだろう。

（彼に甘えすぎないようにしないと）

　考えているとアーサーが膝を叩いた。

「よし。食事にしようか。スープを温めるよ。準備ができたらきて」

「わかりました」

　彼が浴槽を後にしようとして「あの」とシャーロットは声をかけた。

「なにか手伝いましょうか？」

「大丈夫。全部俺がするから。髪を乾かしたら、ゆっくりダイニングにおいで」

　彼は優しく言うと去って行ってしまった。

（与えられてばっかり……）

　落胆をシャーロットは呑み込んだ。

　髪をタオルで拭き、ある程度整えてから彼の待つダイニングへと向かう。

　部屋中にいい匂いが漂っていた。

　トマトスープと、パンとチキンを温める匂いだ。

「ちょうどよかった。さあ、席について」

　アーサーの柔らかな笑みに迎えられる。

　二人掛けのダイニングテーブルに腰掛け、向かい合って食事をとる。

　彼の料理はいつものように絶品だった。

　先ほどまでの訓練場での出来事が、遠い昔のことのようだ。

　料理を食べている途中、顔を上げると彼がほほ笑んでいることに気がついた。

　こんな些細なことでさえ、シャーロットの胸は高鳴る。

　そのたびに、勘違いしてはいけないと自らくぎを刺すのだ。

　夜がふけていく。

　腹が満たされると、シャーロットは寝室へ戻り、制服に着替えなおした。

「泊まっていかないんだね？」

　扉にもたれかかったアーサーが色気のある声で尋ねてきた。

「そういう関係じゃありませんから」

　シャーロットは俯いてシャツのボタンを留めながら言った。

「そうだね」

　彼の声色も淡々としていたため、どんな表情をしているのかも想像がつかない。

（寂しいと思ってはいけないわ）

　アーサーは玄関まで見送ってくれた。

　シャーロットの頬に優しく触れてくる。

「体はつらくない？　なるべく負担にならないように触ったつもりだけど」

「はい」

　声が少しうわずった。

　彼の大きな手はそのまま頬から顎に移動し、シャーロットの顔をいろいろな角度で見る。

「うん。顔色は少しよくなったね。よかった」

　彼の手が離れていく。

　ほっとしたような、寂しいような不思議な気持ちになってしまう。

「ありがとうございます。おかげで助かりました。今夜はよく眠れそうです」

「やっぱり少し調子が悪かったんだね。もし、遠征中でも体調が悪くなったら俺に言って」

　そう言われてシャーロットは尻込みする。

「いえ、遠征中は耐えます。心配をおかけしないように我慢します」

「また倒れたらどうするの？」

「ですが、誰かに見られたら……。他の者に示しがつきませんから」

「別に隠れて付き合っているわけでもあるまいし」

　アーサーに言われて、シャーロットは言葉を失った。

「そう、ですね……」

「とにかく、せっかくのパートナーなんだから、俺を頼ってよ。遠征中も誰にもばれないように手伝うから」

「ありがとうございます……。すみません、私に付き合わせてしまって」

　声に力が入らなくて、なんとかそう返すのでせいいっぱいだった。

「いいって。大事な部下の頼みなんだから」

　シャーロットは顔を上げ、笑顔を作った。

「それでは、そろそろ帰ります。また明日」

「おやすみ。シャルもいい夢をみてね」

　シャーロットは小さく会釈をして、アーサーの家を後にした。

（気を、引き締めないといけないわ。アーサー……いや、マクディナル団長は私が副団長でい続けるために助力してくれているだけなんだから）

　彼は極上の対応をしてくれる。

　どうしようもない欲に付き合ってくれて、甘やかしてくれる。

　シャーロットだけのパートナーだ。

　だから、勘違いしてしまいそうになる。

　愛されているような錯覚を覚えてしまう。

　これは利害が一致した関係で、一時しのぎの処置にすぎない。

　こんな関係になったのは三ヶ月前の出来事が原因だ。

















第二章　女騎士、堕ちる












　ある夏の午後だった。

　その日は遠征三日前で、シャーロットは人員配置の確認、備品の最終調整のためにアーサーの団長室を訪れていた。

「マクディナル団長、こちらの書類にサインが抜けています」

「あ、本当だ」

　書類を戻すと、アーサーはゆるい口調で受け取った。

「いや～助かったよ。書類不備でほかの団長に指摘されるの、いやだしさ。ほら、俺って三人の団長の中では一番年下だから、こういうとき、いっつもいじられるんだよね」

　アーサーは愚痴というには明るい声色で話し、羽ペンにインクをつけてサラサラとサインした。大きな手からは考えられないほど、彼の字は繊細できれいだった。

「お役に立てたようでなによりです」

（いじられるというか、気にかけてもらっていると思うんだけど……）

　シャーロットは淡々と答えながらも、そんなことを考えた。

　アーサーは今年三十歳。

　ほかの二人の団長、ハビットとアービンは五十歳近い。二人にとって、アーサーは息子のようにかわいいのだろう。なにより、彼には年上に愛されるような愛嬌が備わっている。

　扉がノックされた。

「どーぞ」

　アーサーが返事をすると、第二騎士団で料理人をしているナタリーが顔を出した。

　三つ編みを片方に流し、大きな丸眼鏡をかけた控えめな女性だ。

　団長室に訪れることはめったにない。

　今日はそのおとなしい顔が、ほんのり赤く見えた。

　そして、彼女は扉から顔を覗かせたものの、入ってくる様子はない。

「マクディナル団長、以前ご相談させていただいた件できました」

　立ち上がろうとするアーサーをナタリーは拒絶するように、両手を左右に振った。

「どうか、そのままで」

　それを見て、アーサーも動きを止める。

「ああ、ごめん。俺の配慮不足だったね」

　二人のやりとりに疑問を覚えた。

「ナタリーがどうかしたんですか？」

　シャーロットが問うと、ナタリーは部屋に入らないまま慌てて話を始める。

「あ、あの！　実は、突然ダイナミクス性がサブに変わったと診断されてしまいまして……まだ安定しないので、急ではありますが、三日後の遠征を不参加にさせていただきたいんです！　マクディナル団長には数日前に相談させていただいたのですが、やはり、その安定しなくて……」

「体は大丈夫なのかい？」

　アーサーが心配そうな顔をすると、ナタリーは小動物のようにこくりと頷いた。

「はい。幸い、薬が効いているので、その、こうして出歩く分には支障はないんです。ただ、少しむらがあって……」

「ああ、ダイナミクスが変わると、むらがあるっていうよね。でも、薬が効くみたいでよかった。体がつらいだろうから、安心して休んでいいよ」

　アーサーはナタリーに優しくほほ笑みかけた。

　ナタリーの表情がみるみる明るくなる。

「ありがとうございます！」

　彼女が会釈をすると三つ編みも一緒に揺れた。

「そんなにつらいなら直接言いにこなくてもよかったのに」

「いいえ！　そういうわけにもいきませんから！」

　ナタリーは熱があるためか真っ赤な顔で、笑顔を作っていた。

　アーサーもそれを見て、心底心配しているようだ。

　彼の表情を見ていると、ふいにこちらに視線が向けられた。

「そういえば、シャーロットのダイナミクスはノーマルだったよね？」

「はい。そうです」

　優しい抑揚のあるアーサーの声に比べると、女性にしては低く無機質なシャーロットの声は冷たく響く。

「悪いけどナタリーを城の外まで送ってあげてくれる？　ほら、俺の性はドムだから。近づくと怖がらせちゃうかもしれないし。ダイナミクスは本能的なものだから」

（ダイナミクスは、本能……？）

　ところどころの単語の意味はわからなかったものの、シャーロットは頷いた。

「わかりました」

　シャーロットはナタリーに近づいた。

「じゃあ、行きましょうか」

「と、とんでもありません！　ここまで一人で来られたんです。ただでさえお忙しい時期なのに、バウンセン副団長に送ってもらうわけには……」

　ナタリーは両手をぶんぶん振って固辞した。

「遠慮しないでください。つらいんですよね？　顔だって真っ赤で、熱がありそうですよ」

「そうそう、気にせずシャーロットに送ってもらいなよ」

　アーサーが後押しし、ナタリーはおずおずうなずいた。

　団長室を出て、ナタリーと二人きりになる。

　歩きながらシャーロットは考えた。

（ダイナミクス性って、突然変わることがあるのね。生まれつきのものだと思っていたのに……）

「あの、申し訳ありません。遠征に参加できなくて」

　ナタリーに話しかけられて思考が停止した。

「気に病まないでください。打ち明けてくれてよかったです」

　冷たくも取られるシャーロットの言い方だったが、ナタリーは口元を緩めて笑った。

「ありがとうございます、バウンセン副団長。そう言ってもらえると、気持ちが軽くなります」

　シャーロットはアーサーに言われた通り門まで送った。

　そして団長室へ戻る途中、再び考えを巡らせる。

（ドムとサブ、か……）

　ダイナミクス。

　それは第二の性別とも呼ばれている。

　この世界では、男と女という区分とは別にドムとサブ、そしてノーマルという性別が存在する。

　ドムは誰かを支配し、サブは誰かに支配されたいという欲求がある。

　それは、食欲や睡眠欲、性欲にも似たもので、満たされなければ体に異常をきたす。

　軽度であれば、わけもなく不安になったり、緊張したりする程度だが、ひどくなると睡眠障害や食欲不振に至るという。

　女性には月経があり、同時にダイナミクス性の欲求が働くと日常生活が送れないものも多いとシャーロットは聞いたことがあった。とくに支配されたいサブは、不安さが顕著に出るという。

　だからこそ、パートナーのいないドムやサブは、騎士や兵士に向かない。遠征で騎士団に付き従う調理班なども同様である。

　幸いなことはその数が極めて少なく、騎士団の中でドムだとオープンにしているのはアーサーくらいだ。

　団長室に戻ると扉をノックした。

「シャーロットです」

　しばらくすると返事があって、ドアノブをひねる。

　アーサーは書類の整理をしていたのか、こちらをちらりと見ると口を開いた。

「ナタリーは残念だったね。彼女の料理はおいしくて、ていねいだって評判なのに」

「欠員は残念ですが、支障がでないように私が調整いたします」

　冷静に言うと、アーサーが苦笑した。

「まあ、それも大事だけどね。でも、団体行動において技術や実力だけがすべてじゃないだろう」

　シャーロットは首を傾げた。

　彼はたまに理解のできないことを言う。

　騎士ならば、強いほうがいい。兵士ならば規律を守る者のほうがいい。

　料理人ならば、調理の腕以外になにが必要だというのだろうか。

「ムードメーカーって言葉があるじゃない？　その人がいるだけで、場の空気が明るくなるってやつ」

　アーサーは白い歯を見せながら笑って言った。

「……なるほど、理解しました」

「遠征がつらいと思う人は多いからね。彼女みたいな子がいると、みんながパッと明るくなっていいよね」

「そうですね」

　討伐遠征では、魔物と対峙した途端に戦意を消失し、戦線離脱する者は多い。

　どれだけ厳しい訓練を行っても、恐怖に打ち勝てる者は少ない。

　夜は交代制とはいえ、天幕で眠る。

　いつ襲われるかわからない恐怖に、慣れない者は誰しも目をつむることすら恐怖すると聞く。

　シャーロットはその恐怖を感じたことがないため、想像することしかできなかった。

「シャーロットは、ナタリーがみんなになんて呼ばれてるか知ってる？」

「いいえ」

「『調理場の天使』って呼ばれてるんだって。きっとファンも多いんだろうね」

「『魔物を狩る悪魔』とは違いますね」

　真顔で答えると、アーサーは「ぷっ」とふきだした。

「君の異名ね。みんなももう少しかわいい呼び名で呼んでくれたらいいのにね」

「いえ。私は気に入っていますよ」

　鬼でも悪魔でも、見くびられるよりはずっといい。

　危険な遠征のある第二騎士団を自ら志願し、努力を重ねてようやく副団長になったのだ。

「シャーロットらしいね」

　アーサーはフッと笑った。

　誰よりもシャーロットを一番近くで見てきたのは彼だ。

　またシャーロットもアーサーに恩を感じ、返したいと思っていた。

　彼は溜め息をついて、椅子の背にもたれかかった。椅子がきしむ音がする。

「それより、困ったよ。ナタリーの件を他の団長に報告したんだけど、除隊を考えたほうがいいって言われてね。一応、彼女にパートナーができるかもしれないことと、抑制剤が効果的に働く可能性を話して、その場は保留にしてもらったんだけど……。どうしたもんかなぁ」

　アーサーはそう言うとその場で伸びをした。

「まだまだ差別が多いよね、この国は」

「……差別ではなく、区別では？」

　思っていたことが口から漏れていた。場の空気が凍った気がした。

　シャーロットはハッとして、手で口をふさいだが、アーサーはにやにやとしながらこちらを見ている。

「シャーロットの考える、差別と区別の違いは？」

「生まれ持った性質で、できることと、できないことがあります。適材適所というものです。その人の特性を活かせるところで活動したほうが、その人のためです。それが区別です」

「なるほどね」

　アーサーは頷いた。

「じゃあ、ナタリーが第二騎士団の調理班を辞めさせられるのは仕方がないことかな？」

　意見を求められたので、シャーロットはしかたなく話し始める。

「……別に彼女を追い出したいわけではありません。ただ、遠征は危険がつきものです。体調が崩れやすい人を連れていくわけにはいきません」

「うん。そうだね」

　アーサーはシャーロットの意見を否定せず、目を細めて頷いた。

「だけど、サブやドムになったら、そうやって我慢して生きなくてはいけないのかな？　俺のように抑制剤が効く人だっているよ」

「それは……その……」

　シャーロットの語尾が小さくなる。

　確証のない聞いただけの話を、議論の場に持ち込むことが恥ずかしくなったからだ。

「俺が欲求不満で、適切な判断ができなくなることもあるってこと？」

　アーサーの声が低くなる。

　彼はドムだった。

　シャーロットは彼が精神的に弱っているところを見たことがない。

「なんてね」

　アーサーは上官への失礼な態度もとがめる様子はなく、朗らかに笑った。

「シャーロットの考えは少し偏っていると思うなぁ。君の入団試験に携わっただけに悲しい限りだよ」

　シャーロットは黙った。

「ごめんごめん、いじめるつもりはなかったんだ。ただ、そうやって、人の意思では変えられないダイナミクス性で追い出さないでほしいなってこと。俺もドムだからさ」

　ドムとは支配する者だ。

　シャーロットが知っている中でもドムの人間は強面で雰囲気が威圧的な者が多い。

　そのため、アーサーがドムであることをたびたび忘れてしまう。

「……マクディナル団長も苦労したんですか？」

「いや、俺はダイナミクスで苦労したことは少ないね。――ただ、姉がね。ナタリーのように、ある日突然サブになったんだ。それも、抑制剤が効かない体質でね。食事も喉を通らず、日に日に弱っていく姉を見て、幼いながらにすごく心配した記憶があるよ」

「……それで、お姉さまはどうなったんですか？」

「たまたまやってきたドムの町医者と恋に落ちてね。そのまま結婚した。今は安定して、幸せに暮らしてるよ」

「それは、おめでとうございます」

　ていねいにお辞儀するとアーサーは苦笑した。

「もう二十年も前のことだよ。――でも、当時は子どもながらに恐ろしかった。弱っていく姉がこのまま死んでしまうんじゃないかって」

「失礼ですが、その話を聞くと余計にサブは保護したほうがいいと思うのですが……」

「いや、この話には続きがあってさ。姉は結婚して、子どもを産んで、すこぶるよくなったんだ。今ではお婿さん、義兄さんを尻に敷いててさ」

　シャーロットは意図が読めず、首をかしげる。

「まあ、つまり、サブはか弱い守るべき対象ってわけじゃないってことだよ。守りたいものができれば、性別やダイナミクスは関係ない。強くなれるってことだ」

「……よくわかりません」

　素直に答えるとアーサーはにこりと笑った。

「じゃあ、試しに賭けをしようか」

「賭け、ですか？」

　突然の申し出にシャーロットは首を傾げた。

「ナタリーが今よりもっと強くなって料理人として戻ってくるかどうか」

「……そんなもの、賭けに値しません。彼女に失礼ですよ」

「それもそうか」

　アーサーはあっさりと引き下がった。

　だが、シャーロットの心には薄い靄がかかっていた。

（帰ってこないほうが彼女のためだと思うけど……）

　仕事ならほかにもある。彼女が望むなら、シャーロットは仕事を斡旋したいと考えていた。

（料理人なら別に、ほかにも働き口があるっていうのに……）






　それから三日後、予定通り討伐遠征が始まった。

　初日は部隊を分け、半分はトラップを仕掛けてまわり、もう半分には天幕を張らせる。

　団長であるアーサーはトラップを仕掛け、シャーロットは野営地を見回った。

　順調に天幕が張られ、かがり火が灯される。

　シャーロットは工程表を確認しながら、予定通りに進んでいることによろこび、頷いた。

（今のところ、問題はなさそうね。……ん？）

　どこからともなくいい匂いが鼻孔をくすぐる。肉を焼く匂いだ。

　調理班が食事の用意を始めたようだった。

　ふと、ナタリーのことを思い出す。

　調理班は一人欠員が出ていたが、結局代わりの人員を補填することはできなかったのだ。

　いくら討伐遠征の給金がほかよりも高いとはいえ、そもそも戦場に志願する料理人は少ない。

（そういえば、マクディナル団長はナタリーの腕を買っていたっけ。彼女が欠員で現場がうまくまわっているか確認しておかないと。――最悪、兵士の一人を調理班に向かわせることも考えないといけないわね）

　シャーロットが工程表の紙をめくりながら、体の向きを変えたときだった。

　ぐらりと視界が揺れる。

（あれ……？）

　なんとかしゃがみこまないように堪えてうつむいた。

　次の瞬間、ぽたぽたとなにかが地面に落ちる音が聞こえた。

　血だった。

　驚き顔を上げようとすると、たらりと生暖かいものが口元に流れて、鼻血だとわかった。

「ふ、副団長！」

　近くにいた兵士が異変に気づき、声を上げる。

　騒がしくなりそうだと思ったシャーロットは、手を軽く振った。

　淡々とした口調を心がける。

「問題ありません。鼻血が出ただけです。配置から離れないでください」

「ですが、救護用の天幕までお送りします！」

　兵士の声に他の者も足を止める。

　ついてこようとするほかの兵士を手で制止し、もう片方の手で鼻を押さえた。

「大丈夫です。たかが鼻血です」

　毅然とふるまっていたが、吐き気が止まらない。

（突然、どうしたんだろう……。もしかして、なにかの病気かしら？）

　得体のしれない妙な胸騒ぎがした。

　なにか、とんでもなく悪いことが起こるような……。

（討伐遠征にさえ、支障がなければなんでもいいわ。みんなの命が最優先よ）

　救護用の天幕に到着すると、担当医がこちらに気づき、目を見開いた。

　青白い肌に黒い髪の毛、若い医師だが、腕はたしかだ。

「副団長！　一体どうしたんですか？」

　めったに医療を受けないシャーロットが、口元を押さえ、しかもその手も血に濡れているため、驚かせてしまったようだった。

「わかりません。先ほどまでなんともなかったのに、急に立ち眩みがして、鼻血まで……」

　話している最中にも血は流れ続けていた。

　しかし医師は鼻血だと知って少しほっとしたようだ。

「とにかく横になってください」

　清潔なガーゼを渡され、鼻に当てた。

　医師は天幕から顔を出すと、衛生兵に指示をして氷嚢を用意させ、シャーロットに手渡してくれる。

　しばらくして鼻血はとまったものの、気分が悪いのはおさまらない。

　医師に勧められるがままに、シャーロットは目を閉じることにした。

　気がついたのは、アーサーの声が聞こえてきたからだ。

　しかし、すぐに起き上がることはできなかった。

　熱があるのか全身がけだるく、瞼を開けることすら億劫だったからだ。それでも耳を澄ますことはできた。

「それで、バウンセン副団長の容態はどうだった？」

　めずらしくまじめなアーサーの声に、大事おおごとになっているのだとわかった。眠気がいっきに覚め、じっとりといやな汗をかく。

「まだご本人にもお伝えしていないことを、団長にお話ししていいのかわかりませんが……」

　医師は居心地悪そうに言い、一呼吸置いた。

「検査の結果、バウンセン副団長はサブになっているようです」

　アーサーが息をついたのがわかった。

（私が、サブに……？）

　鈍器で頭を殴られたような衝撃が走った。

　呼吸が浅くなる。

　サブは、討伐遠征にくるべきではないとシャーロットは思っていた。

　人は適材適所の職につくべきだとアーサーに言ったのはシャーロットだ。

　それでは、突然サブになってしまったシャーロットは……。

（私は、馬鹿だわ……）

　シャーロットが区別したサブに、自分がなってしまった。

　自ら引いた線から、意図せずはみ出すだなんて思ってもみなかった。

　先ほどから、湯気が出そうなくらい体が熱い。熱があるのだろう。

　こんな体では馬に乗ることもできなければ、今この天幕に魔物がやってきても自分の身すら守れない。完全にお荷物だ。

（罰があたったのね）

　ゆっくりと上体を起こす。

「シャーロット」

　アーサーが真っ先にきづいて飛んできた。

　シャーロットを支えようと、背に腕を回してくれる。

　その手を掴んだ。

　視線を上げるだけでも疲れる。自分でもわかるほど吐息まで熱かった。

「マクディナル団長、ご心配をおかけして申し訳ありません」

　それでもなるべく平静を装って話そうとした。

　こうしているだけでもつらいのに、彼を安心させようと思うとなぜか無理矢理笑ってしまう。

　シャーロットは諦めていなかった。

　頼みの綱がある。

　あれさえあれば、熱も下がる。騎士でいられる。

「話は聞いていました。私、サブになったんですね。ですが、ご心配にはおよびません」

　そうしてシャーロットは医師に視線を移した。

「抑制剤を打ってください。そうすれば、この熱も少しはましになりますよね？」

　ダイナミクスについて明るくないシャーロットでも、抑制剤の存在は知っていた。

　ナタリーもそのおかげで、外を歩けるようになったと言っていたのだ。

　彼女が歩けるのであれば、シャーロットだって騎士でいられるはずだ。

「……副団長、大変申し上げにくいのですが、抑制剤は投与済みです」

「は……？」

　思わず声が漏れた。

（これで？）

　笑いがこみ上げそうになる。

（これから効果が現れるということよね）

　自分を納得させようとするシャーロットの気持ちも知らず、医師は言葉を続けた。

「眠っている副団長に抑制剤を投与しました。本来であれば体が楽になっているはずです」

　まるで考えを読んでいるような答えだった。

　シャーロットはゆっくりと目を閉じて、深く呼吸をした。

　そして、喉から声を絞り出す。

「どうかこのことは……私がサブになったということは、誰にも公言しないでいただけますか？」

　サブになったとバレれば、非難を浴びるのは確実だ。

　シャーロットが入団試験を受けるときでさえ、女性という理由で落とされそうになった。

（自分のズルさに吐き気がする……）

　自己嫌悪にさいなまれ、それでも今はフラフラな体で、頭を下げることしかできなかった。

　騎士を辞めたくない。絶対に。






　翌日はベッドから動けなかった。

　熱は下がらず、体がなにかを渇望している。

　シャーロットはそのなにかがわからず、ただただ苦しんだ。

　アーサーが昨晩のうちに、シャーロット専用の天幕へと移動するのを手伝ってくれたことが唯一の幸いだ。

　救護用の天幕では怪我をした者もやってくる。副団長がベッドで寝ていては示しがつかないだろう。

　ただ、夜が明けても気持ちは休まらず、容態もよくならなかった。熱が下がらず食事も喉を通らない。水を飲むのがやっとだった。

（今頃は罠を回収しているんだろうな……。なんて情けないんだろう）

　いつもなら朝の五時に起き、罠の確認、魔物の制圧を行っている。

　しかし、今朝は起き上がることもできなかった。

　医師曰く、手持ちの抑制剤では種類がなく、街に戻ってからいろいろ試す必要があるそうだ。

（今回の遠征中は、もう起き上がれないということなんだろうか）

　不安が募る。遠征中に一度も現れない副団長に、他の兵士や騎士はなにを思うだろうか。

　昨晩、アーサーと医師は口外しないと約束してくれたが、これでは人に疑われるのも時間の問題だ。

　今朝も医師に気休めの抑制剤と鎮静剤を打たれ、うつらうつらしてもう一度眠ってしまう。

　遠くで幕を上げる音がして、シャーロットは目を覚ました。

　差し込んだオレンジ色の光から、もう夕方になっているのだとわかる。

（誰だろう……）

　ぼんやりとそんなことを考えた。

「……一口も食べてないじゃないか」

　声で、アーサーだとわかる。

　シャーロットは気合いで起き上がろうとした。

「すみません。どうしても食欲がなくて……」

「起きてたんだね」

　先ほどの驚きといらだちが入り交じったようなアーサーの声が優しいものに変わる。彼は近づいてくると、近くにあった椅子を引き寄せて座った。

「無理に起きなくていい。喉は？　渇いてない？」

「はい。大丈夫です」

　シャーロットの返答に、アーサーは少し考え込んだ。

「体調はどう？　抑制剤は？」

「朝にも打ってもらいましたが、やはり私には合わないようです」

「そうか……」

　しばらく二人は黙りこくってしまった。

　アーサーはなにかを考えているようだった。

　シャーロットには、アーサーに聞きたいことは山ほどあったが、起き上がることもままならない状態で、遠征の様子を聞くのは気が引けた。

（討伐作戦は順調ですか、なんて聞いたら、そんなこと気にせず休んでいなさいって言われるのかしら）

　ぼんやりとそんなことを考えた。

「シャーロット、これは提案なんだけど……」

　彼の声でシャーロットは我に返る。

　いやな予感がする。

（このタイミングでの提案なんて、降格しかありえない。いいえ、もしかしたら除隊を命じられるのかも……）

　それでもシャーロットは現実から逃げないために、アーサーをじっと見つめる。

「俺たち、パートナーにならない？」

「え……」

　言葉を失った。

　アーサーはドムで、シャーロットはサブになった。

　パートナーの持つ意味は一つしかない。

（私と、マクディナル団長がパートナー？）

「パートナーって、あの、ドムとサブのパートナーって意味ですよね？」

　シャーロットは話しながら顔がひきつるのを感じた。

　アーサーは、ゆっくりと頷いた。

「そうだよ。俺がシャーロットの欲望をかなえてあげる」

　ふつふつと怒りが湧いてくる。

（私に、欲望なんてないわ。少なくとも支配されたいなんて考えたこともない）

　ただ昨晩からずっと体がなにかを欲している。

　喉の渇きのようなむずがゆさが全身を支配していた。

　シャーロットは自分の体が他人のもののようで、いらだっていた。

「マクディナル団長は……私を支配したいんですか？」

　不安な気持ちが膨らんでいくのがわかった。

　頭の中に溢れる言葉が止まらない。

「パートナーって、支配することですよね？　サブが逆らえないのをいいことに『コマンド命令』で言うことを聞かせることでしょう？」

　語気が荒くなり、涙がにじみ出そうになる。

　支配欲の強いドムは『コマンド』という命令を使って、サブを言いなりにさせると聞いたことがあった。

　跪かせたり、服を脱ぐように強要したりする、というのがシャーロットの知識だ。

（私は絶対にそんなことをしない。したくないわ）

　気の立った雌の魔物のように、シャーロットはアーサーをにらみつけた。

　生まれも育ちも貴族で、今は誇り高い騎士である。

　それもたくさんの部下を持つ副団長だ。

　アーサーのことは上官として尊敬しているが、屈辱的な命令を聞くために下についたのではない。

「シャーロット、落ち着いて……」

「だって、そうじゃないですか。欲望を、かなえる？　私、そんなこと望んでません。ただ、体が言うことを聞かないだけで……」

　ドムはサブを支配する。サブはドムに支配されてよろこぶ。

　ドムは鬼畜なサディストで、サブは理解不能なマゾヒストのようにシャーロットは思っていた。

　行き場のないいらだちと、バラバラになってしまいそうな不安定な心。

（サブになんてなりたくない！　なりたくなかった！）

　怒りで無意識に拳を握っていた。

　手のひらに爪が食い込み、それでも握り続け、手はぶるぶると震えている。

「シャーロット」

　アーサーの手が、拳に触れた。

「触らないでっ！」

　カッとして払いのける。

　頭に血が上って、首筋が熱くなるのを感じた。

「お願いだから、落ち着いて。君はなにか勘違いしてるよ」

「勘違い？　なにがですか？　あなたが私を支配したいってことでしょう？」

「そんな……俺のことをケダモノみたいに言わないでよ」

「ケダモノじゃないですか！」

　シャーロットは叫んでいた。

　堪えていた涙が、頬を伝う。

「失望しました！　あなただけは……。あなただけは、私を女としてではなく、一人の人間として扱ってくれていると思ってたのに！」

　口にして、自分がひどく傷ついていることがわかった。

　パートナーに誘われたことがいやだったわけではない。

　シャーロットが入団試験を受けたとき、女性という理由で落とされそうになったところを救ってくれたのがアーサーだった。

　恩義を返したい一心で、彼に仕えたのだ。

　差別が当たり前な騎士団で、対等に扱ってくれたのはアーサーただ一人。

　だが、彼の心の内を知る者はいない。

（いやらしい……汚らわしい……。結局、マクディナル団長も……）

　涙が止まらない。

　毛布を引き寄せて嗚咽を漏らした。

　アーサーが椅子から立ち上がったのを感じた。

　それでも気にせず、シャーロットは声を漏らすまいと我慢した。

　しかし、アーサーの気配は消えない。

　天幕から出ていった様子もない。

　鼻をすすりながら首だけを横に向けると、地面に腰を下ろしたアーサーと目があった。

「シャーロット、ごめんね。突然触れたりして……。怖かったね」

　優しい声だった。

　アーサーは申し訳なさそうに眉尻を下げていた。

　彼はなにも悪いことはしていないのに。

　シャーロットは大きく鼻をすすった。

　アーサーは前のめりになって話し始める。

「あのさ、シャーロット。落ち着いて聞いてほしいんだけど、パートナーがいなくて、抑制剤が効かないサブは情緒が乱れやすくなるんだ。俺の姉もそうだった。君だって、いつもはもっと理性的だろう？」

　なぜか、アーサーの言葉が腑に落ちる。

　騎士になって、感情を見せないように努めてきた。

　とくに涙は流さなかった。

　どんなに差別を受けても、どんなに馬鹿にされても、絶対に涙は流さないと心がけていたからだ。

　しかし、シャーロットの心の中は、まるで嵐の海のようだ。

　分厚い雲と雷、横殴りの雨が降って、どんな船も飲み込んでしまうような大荒れの海だ。

　誰も制御することはできない。シャーロット自身も。

「それでさ、パートナーがいないサブは、それがずっと続く」

「ずっと、ですか？　こんなにつらいことが？」

　アーサーの言う通り、情緒が乱れているからだろうか。

　次は悲観的になり、自分がひどくかわいそうに思えた。

　アーサーの言葉は、するするとシャーロットの中に入ってくる。

「そう。でもパートナーを作れば、ましになるよ。だから提案したんだ」

「ですが……パートナーは、いやです。あんなふうになるなんて……想像できない。私、恋もしたことがないのに」

　シャーロットはもう一度、大きく鼻をすすった。

「あんなふう？」

　アーサーが繰り返して、シャーロットはどきりとした。

　慌てて首を振る。

「い、いいえ。なんでもありません」

　アーサーは小さく頷いて苦笑した。

「そんなに重く考えないでほしい。仮のパートナーでもいい。結婚するってわけじゃないんだし。それに、シャーロットは大きな勘違いしてると思うからさ」

　仮のパートナー、結婚するわけではない。

　単語の一つ一つが、シャーロットの気持ちを軽くしていく。

「勘違い、ですか？　さっきも言ってましたけど、どういうことですか？」

　力なく、シャーロットは尋ねた。疲れてきたのだ。

「シャーロットが言うように、ドムは『コマンド命令』でサブに命令することができる。だけど、全部が過激なものではないし、そもそもサブとドムが必ずしもセックスパートナーというわけではないからね」

　目から鱗が落ちたようだった。

　シャーロットの考えるサブとドムは、過激なプレイを好む人たちだ。

　痛めつけて、痛めつけられて。サブは鞭で打たれ、荒縄で縛り上げられる。

　いつか見た、あの本のように。

「……違うんですか？」

「違う」

　アーサーはきっぱりと断言した。

「だまされたと思って、一度プレイを体験してみないか？　それだけで、ぐっと体が楽になるはずだから」

「ですが……」

　シャーロットの視線が泳いだ。

　もし、本当にだまされたなら、少し怖い。

「さっきは急に触れられて、怖い思いをさせたかもしれない。でもそれは、情緒が乱れているからだ。この四年間を思い出してほしい。俺は君にとってどんなやつだった？」

　その言葉でこの四年間がいっきに駆けめぐる。

　夢と目標のために入団試験を受けたシャーロット。

　そこではアーサーは試験官の一人で、シャーロットは入団試験を受けにきた有象無象の一人だった。

　助けられたことをきっかけに、シャーロットはアーサーに恩義を感じ、尽くそうとした。その姿をアーサーは評価してくれたのだ。

　上官と下僚としてともに過ごした四年間。

　血の繋がった家族の次に、信頼できるのは間違いなく、彼だ。

「私にとって、マクディナル団長は信頼のおける上官です」

　危機に瀕したとき、背中を預けられるのは彼しかいない。

　それに気づくと、先ほど彼を罵った自分を恥じた。

　そんな気持ちを知らないアーサーはほっとしたように、笑う。

「そうだよ。君の上官で、この第二騎士団の団長だ。俺は部下の窮地を救いたい。わかるね？」

「はい。マクディナル団長を信じます」

　そしてシャーロットは深く息を吐いた。

「あなたとのプレイを受け入れます」

　シャーロットは覚悟した。

　地面に腰を下ろしたままのアーサーは安堵したようだ。

「そんなに警戒しないで。取って食おうってわけじゃないから」

　アーサーは立ち上がると、サイドテーブルに置かれた水差しを取りに行った。そのままカップに水を注ぐ。

「シャーロット、ベッドに腰掛けてもいいかな？」

　問いかけに、戸惑いながらも頷いた。

　アーサーはゆっくりとした動作で近づき、ベッドに座る。

「喉が渇いただろう？」

「そ、そうですね」

　久しぶりに泣いたためか喉がからからだった。

　水の入ったカップに手を伸ばしたが、アーサーは渡してくれなかった。

「俺が飲ませてあげる」

「どうしてですか？」

「これがプレイだから」

　そう言われると従うしかない気がしてくる。

　戸惑っていると、アーサーがカップを持っていない手をシャーロットの腰に回してきた。

　引き寄せられて、口元にカップを近づけられた。

「傾けるよ」

　ゆっくりとカップが傾けられ、唇に水が触れる。

「さあ『飲んで』」

　ぞくりとした。

（これが、コマンド。ドムの、命令……）

　心臓を手で撫でられているような恐怖と、腹部の甘いうずき。

　恐ろしいと思う反面、この恐怖に身を預けたくなってしまう。

　それでも自尊心が邪魔をして、唇をきゅっと結んでしまった。溢れる水が、顎を伝ってシャーロットの膝に溢れた。

　アーサーに視線を送る。

　彼は優しくこちらを見つめ返しているだけだ。

「大丈夫。俺に身を任せて。水を飲むだけだよ」

　唇をほんのわずかに開けると口内に水が流れ込んでくる。

　それを少し飲み込んだ。

　ごくり、と喉が鳴る音がした。

　ただ水を飲み込んだだけ。

　それだけで、全身の体の力が抜けていくのがわかった。

　先ほどまでのいらだちも嘘のように消えていく。

　気づけばアーサーに体をもたれかかっていた。

　彼はなにも言わず、抱きしめてくれている。

「……落ち着いた？」

　彼の優しい声が心地いい。

　シャーロットはアーサーの胸に頬を預けながらこくんと頷いた。

「はい」

　それ以上の言葉が思い浮かばない。

　アーサーの前でこれほどリラックスした姿を見せたことがなかった。

　騎士を目指すために家を出てから、一度も誰かに気を許したことはない。

　信じられるのは自分と、実家で頑張る弟フラウだけ。そう思って四年間、一人でなんとかやってきた。

　にもかかわらず、まるで童心に返ったように、アーサーに身を任せた。

（こんなに、人肌って温かいんだ。なんだかとってもいい気持ち……。それに、いい匂い……）

　彼は見た目こそ、長身で恵まれた筋肉質の体をしているが男の匂いがしなかった。それどころか、シャツからは清潔な香りがする。

（不思議ね。きっと、今朝は罠の回収で忙しかったはずなのに……）

　二日目の作業内容は頭の中にすべて入っている。

　とくに副団長であるシャーロットが不在で大変だっただろう。

（業務を終えて私の様子を見にきてくれた……。ただの部下を救うために、プレイにまで付き合ってくれるなんて）

　しかしそんな彼を、シャーロットは感情のままに罵ったのだ。

　まどろむ心地が消えて、シャーロットは目を見開いた。

　アーサーから離れ、ベッドから下りると床に膝をついた。座っているアーサーの前で床に額が付きそうなほど深く頭を下げる。

「え、ちょ、ちょっと、シャーロット!?」

「申し訳ありませんでした！　数々の無礼な行為、どんな罰も受け入れます！」

　まだふらついていたが、シャーロットは頭を下げた。

（私ったら、なんてことを……。いくらマクディナル団長が優しいからって、助けようとしてくれたのにケダモノだと罵って、しかもプレイまでさせてしまうなんて……）

　容態が嘘のように落ち着いてきたためか、自分の行いを思い出すことは容易だった。

　アーサー以外なら、切り殺されても文句は言えない。

（降格されてもしかたないわ……）

　じっとりとしたいやな汗が流れた。

「気にしなくていいから。ほら、ベッドに戻って」

「できません！」

　顔を上げるといつものへらへらした顔があった。

　気の抜けるような苦笑いだ。

「俺が気にしてないからいいでしょ？」

「いけません！　私の気がおさまりません！」

　シャーロットは叫ぶように言った。

　しかし、アーサーからの返事はない。

「……私を罰しないんですか？」

　呆然として呟いた。

「あはは。罰って、そんなたいそうな」

　彼は笑う。

　それでも、なにかに気づいたようで、自らの唇を指で撫でた。

　厚く男らしい唇で、色素が少し薄い。

　なぜかシャーロットはじっとそれを見つめてしまった。

「あー、もしかして、そっちもしてみたいとか？」

　低く、色っぽい声が響いた。

　彼の声を音として聞き入り、意味がわかるとシャーロットは自分の顔が熱くなるのを感じた。

「うそうそ。ごめん。こんなときに冗談を言って」

　彼は笑い飛ばす。

（あ、そう、冗談……。冗談なのね）

「ほら、シャーロット、とにかくベッドに戻って」

「わ、わかりました……」

　彼に促され、居心地悪そうにベッドに入った。

　アーサーがコップに再び水を注ぐ。

「マクディナル団長、あの……水はもう、必要ありませんから！」

　そのとき、シャーロットの腹の虫が鳴った。

　思わずアーサーも動きを止める。

「調理班になにか作ってもらおうか？」

　彼が優しく尋ねてくる。

　シャーロットは恥ずかしくてどうにかなってしまいそうだった。

　子どものように癇癪を起こし、水を飲ませてもらい、甘え、次は腹の音まで聞かれてしまうだなんて。

　今まで作り上げてきた優秀なシャーロット・バウンセン像が音を立てて崩れていくのを感じた。

「必要、ありません……。今朝持ってきてもらったオートーミールがありますから」

　シャーロットは小さな声で答えた。

　それでもアーサーには聞こえていたらしい。

「じゃあ、それでいいか」

　彼はそう呟くと、簡易なテーブルの上に置かれたオートミールの入った皿を手に取った。

「な、なにをするつもりですか？」

　シャーロットの前に、アーサーが立つ。

「食べさせてあげようと思って。……はい。どうぞ」

　スプーンでオートミールをすくうと、口元に近づけられる。

　自然と、先ほどよりも抵抗はない。

　おずおずと口を開くと、スプーンがゆっくりと傾けられてオートミールが入ってくる。

　味の薄い、冷めたオートミールだ。

　それでも今まで食べたどんな食事よりもおいしい。

「もっとほしい？」

　彼に尋ねられて、夢見心地で頷いた。

「いい子だね」

　食べただけで褒められた。

　まるで小さな子どもか、ペットのようだ。

　アーサーの口調も、そうした小さい者に対する愛のある言葉だった。

　そんな扱いをされても、シャーロットの胸にはよろこびが溢れている。

（なんだろう、この気持ち……。ああ、あれだわ。餌付け……）

　なんとなく、母の愛のようだとシャーロットは思った。

　だが、シャーロットは母の愛を知らない。

　もともと病弱で、弟を生んだ後に亡くなったからだ。

　そのため、シャーロットが想像するのは親鳥が雛に餌をあげる姿だった。

（おいしい）

　幸せな気分でいっぱいだった。

　アーサーの視線も愛に溢れているように感じる。

　すべて食べ終えると、彼は自然に隣へ腰を下ろした。

　肩を抱かれ、二人は隙間をうずめるように密着していた。

　彼もリラックスしているのか、シャーロットの髪に頬ずりしている。

「なんだかこうしていると、勘違いしそうになる……」

　彼が呟いた。

　シャーロットが顔を上げると、吐息が混じる距離で視線がぶつかった。

「勘違い？」

　ぼんやりとシャーロットは返す。

　彼は慌てて、笑顔を作ったように見えた。

「い、いや、なんでもないよ。こっちの話」

「はぁ……」

　シャーロットはわからないまま頷いた。

　熱もほとんど下がったようで、ずいぶん心と体が楽になっている。

「うん。だいぶ顔色がよくなった」

　アーサーはほっとしたように言い、指でシャーロットの頬を撫でた。

「迷惑をかけてしまい、申し訳ございませんでした」

「さっきから謝りすぎだよ。さ、横になって」

　アーサーに促され、横になる。

「シャーロットが眠るまでここにいてもいい？」

「私は、かまいませんが……マクディナル団長はお疲れじゃないですか？」

　いつものシャーロットなら討伐遠征二日目は魔物の捕獲に気を揉み、夜はぐったりしている。

　戸惑いながらも尋ねると、アーサーははにかみながら頬を掻いた。

「今はシャーロットが心配だからさ。君が眠ったら帰るよ」

「ありがとうございます。ご配慮痛み入ります」

　シャーロットは早く眠ろうと心に決めて目を閉じた。

　彼とプレイをしたためか、ベッドに体が沈んでいくような感覚を覚えた。

「シャーロットはさ」

　話しかけられたが、疲れていて瞼が開かない。

「どうして騎士になろうと思ったの？」

　それは何度もいろいろな人に投げかけられた問いだった。

　そのたびに「騎士の家系だからです」とだけ答えてきた。

　男性だったら、それで納得できる理由だろう。

　しかし、女性のシャーロットがどんな返答をしても納得する者はいなかった。

「父が……騎士でした。討伐遠征で命を落としたんです」

　睡魔でうとうとしていたためか、プレイで気疲れしていたためか、初めて人に打ち明けた。

　父はシャーロットが五歳のときに亡くなった。魔物に食われたのだ。

「骨すら返ってきませんでした。母は弟のフロウを産んだ後に訃報を聞いて、病に伏せ、そのまま……」

「そうだったんだね」

　うとうとしながら、過去を思い出していた。

　両親は亡くなったが、不幸ではなかった。

　祖父も退役したが騎士で、シャーロットにありとあらゆることを教えてくれた。

　魔物の種類や特性、剣術や生活の知恵に至るまで。

　そのためか幼少期からドレスを着たことはほとんどない。

　祖父もそれには眉をひそめていたが、本気で騎士になりたいのだと知ると止めはしなかった。

　シャーロットはほとんど夢の中に入った状態で口を開いた。

「もう誰かが、魔物に襲われるのはいやなんです……」

　本心だった。

　そのため兵士になってすぐ、シャーロットは魔物を狩るための戦術を作った。

　あんなに悲しい思いを誰にもさせたくはない。

「お父さま……」

　薄暗い天幕の中で、シャーロットのか細い声が響いた。

















第三章　蕩けるような溺愛に惑わされて












　翌日、目が覚めると先日来の不調が嘘のようによくなっていた。

　その日から討伐遠征に加わり、ほかの騎士や兵士には心配させないように、アーサーが説明していたのと同じ、食あたりだったと伝えた。

　アーサーはというと、シャーロットがあいさつに行くと、いつも通りに接してくれた。

　初めはシャーロットも緊張したものの、アーサーがいつもの緩い対応をするので、自然と気持ちがほぐれていった。

（とにかく、遠征さえ乗り切れば……）

　そうすれば、城下で再検査と、必要であれば複数の抑制剤を試す予定だった。

（帰るまでになにもなければいいけど）

　そんな心配も杞憂に終わった。十日間の討伐遠征は無事終了し、城へと戻ることができたのだ。

　遠征後の騎士団は、討伐した魔物を指定の場所に送り届ける。革の加工業者や、爪、牙、食肉に至るまで振り分けていった。

　事務処理も担当しているシャーロットが報告書を提出して城を出るころには、すっかり日が暮れていた。

　明日から、第二騎士団は三日間の休暇となる。

（無事に討伐遠征が終わってよかったわ。それでも油断できないけれど……）

　せっかくの休みだというのに気持ちは晴れない。

　歩きながら、休暇をどう使うか考えた。

（明日は街の病院へ行って、再検査をしてもらおう。可能ならば、抑制剤が効かなかったことも相談しないと）

　自分の身の上のことを考えると、みぞおちの奥がきゅっと痛くなり、逃げ出したい気持ちにかられる。

（私が、サブ……）

　それでも、ないことにはできない。

　現実と向き合って、今後のことを考えなければいけない。

（もし、私に合う抑制剤が見つからなかったら、どうなるのかしら……）

　悪い考えを振り払うように、シャーロットは頭を左右に振った。

（まだそうと決まったわけじゃない。もしかしたらサブじゃないかもしれないし、私に合う抑制剤があるかもしれない。……とにかく、私はダイナミクスについてもっと知るべきだわ）

　ナタリーがサブになったと聞いたとき、シャーロットは知識もなく彼女を切り捨てようとした。幾度となく女性という理由で切り捨てられそうになり、シャーロットはその痛みを誰よりも知っていたはずなのに。

　だからこそ、アーサーが言った勘違いしているという言葉が、心に引っかかっている。

　なににしてもダイナミクスについて、知識を得ることが一番の近道のように思えた。

（自分がサブになったから興味を持つだなんてね）

　実際、ダイナミクスについて学ぶ機会は以前に一度だけあった。

　入団試験のとき、検査でノーマルと告げられ、ダイナミクスというものがあるのだと知った。

　気になってその日のうちに本屋へ行き、誤って手に取ってしまったものが猥本だったのだ。

　曲がりなりにも貴族として育ったシャーロットには衝撃的だった。

　縄に首輪、苦しそうなサブの挿絵。

　当時十八歳のシャーロットにはトラウマだった。

　心から、サブではなくてよかったと思った。

（そういえば、あのとき本はどこへやったのかしら……）

　入隊試験の前に借りた宿、その後は城の宿舎へ移り、副団長になってからはパン屋の三階へ引っ越した。

（あれから一度も見ていないし、どこかのタイミングで捨てたのかもしれないわね）

　そうこう考えを巡らせているうちに家の前にたどり着いた。

　一階がパン屋で、脇の階段を上った小さな部屋がシャーロットの部屋だ。

　いつもの焼きたてパンの匂いがせず、首を傾げる。

　ガラス扉を見ると『臨時休業』の札がかかっていた。

（困ったわ。夕食はパンにしようとしていたのに）

　料理がまったくできないシャーロットにとって、パンは生命線だった。

　仕方がないので、重い体を引きずり外食することを決める。

　家に瓶詰一つないことはわかっていた。

　狭い路地を抜け、大通りへと出ると屋台が立ち並んでいる。

（屋台で済ませるか、大衆食堂に行くか……。どうしようかしら）

　考えながら歩いていると、角を曲がったところで、シャーロットは人とぶつかった。

「すみません」

　シャーロットが反射的に謝ると、そこにいたのはナタリーだった。

「副団長！」

　明るい声が響き、周囲の視線がこちらへと向いた。

　別段、役職を隠して生活しているわけではないが、必要以上に注目を浴びる必要もない。

「ナタリー、ちょっと……」

　シャーロットはそのまま、ナタリーを連れて近くにあったカフェへ入ってしまった。

　入ってしまった手前、なぜか席まで移動する。

「すみません、ナタリー。驚いて手を引いてしまいました」

「いえ、私こそ申しわけありません！　副団長に会えたのがうれしくて大きな声を出してしまいました。討伐遠征、無事に終わったんですね！」

「え、ええ……」

　改めてみると、ナタリーの顔色はよくなっていた。

　最後に会ったときは、頬を蒸気させて心底つらそうだったのに。

「ナタリーはどうでしたか？　ずいぶん元気そうに見えますが……」

　好奇心から尋ねる。

　ダイナミクスは病気ではないと聞く。そのため、アーサーはあの苦しい症状がずっと続くといったのだ。

「そうなんです、実は――」

　ナタリーの言葉をさえぎるように、ウエイターが水とメニュー表を持ってきた。

　シャーロットはメニュー表を受け取って、その場で果実酒を注文した。

　カフェには空腹を満たすものがなかったからだ。

　ナタリーも同じものを注文し、彼女は再び話し始めた。

「実は、私、パートナーが見つかったんです」

　顔をほころばせながら言った。

「そう、なんですね」

　シャーロットが抑揚のない声で繰り返したが、ナタリーは気にせず大きく頷いた。

「はい！　結婚を前提にお付き合いすることになって、少し気が早いんですが、親同士の顔合わせも済ませたんです」

　パートナー、結婚を前提のお付き合い、親同士の顔合わせ。

　予想だにしない答えに、シャーロットはしばし放心した。

　たった十日足らずの間に、恋人ができ、結婚を前提にお付き合いしているというのだ。

（なるほど。そういう選択肢もあるのね）

　運ばれてきた果実酒を口にしながら、シャーロットはゆっくりと頭を働かせた。

「ということは、やはり調理班を辞めてしまうんですね」

　シャーロットが言うと、ナタリーは小動物のように大きな目をぱちくりさせて首を傾げた。

「なぜですか？」

　聞き返されて、またしてもシャーロットの思考が止まる。

「な、なぜって。サブになったんだから、もう討伐遠征に参加できないでしょう？　だって――」

　あの苦しみがずっと続くのですから。

　続けようとした言葉を、シャーロットは呑み込んだ。

　ナタリーは何度かまばたきをする。

「そんなことありませんよ。パートナーがいれば安定しますし、問題が起こることはありません。……それとも、それって騎士団のご意向ですか？」

　ナタリーが悲しそうに言った。

　シャーロットはそのとき気がついた。

　今の言動が、ナタリーを傷つけたと。

「ち、ちが……」

　否定の言葉を呑み込んで、シャーロットは頭を下げた。

「すみませんっ」

「ふ、副団長？　突然、どうして……」

　勢いよく頭を下げたシャーロットに、ナタリーは驚いて立ち上がった。

「あ、頭を上げてください、副団長。な、なぜ……」

「いいえ、できません。知識がないゆえにあなたを傷つけました。私は、あなたをサブだからと差別してしまったんです」

　シャーロット自身がサブであるにもかかわらず、またしても無意識に傷つけた。

（改めなければならないわ。ダイナミクスについて、知らないと……）

　言葉の重さを胸に刻んだ。

　そして、これからこの言葉をきっと自分が受けることになる。

「……気にしておりませんよ、そんなこと」

　ナタリーの優しい声に、自然とシャーロットは頭を上げた。

「私はバウンセン副団長が優しいことを知っています。いえ、第二騎士団にいるものはみんな知っていると思います」

　穏やかな口調でナタリーは続けた。

「副団長は常に、討伐遠征で安全を優先しているじゃないですか。隊列から持ち物に至るまで、いつもご自分で確認している姿をみんな知っています」

「そ、それは、マクディナル団長が細かいことを気にしない性格だから」

　ナタリーはおかしそうにクスっと笑う。

「そうですよね。マクディナル団長は大らかで、おおざっぱなところがありますよね。それに優しくて、情に厚い。だから、誰も叱らないし、見捨てないんですよね」

「まあ、それがマクディナル団長のいいところですから」

　アーサーにも考えはあるのだろう。

　それを理解しているからこそ、彼と対ついになれるように、厳しいシャーロットを作り上げた。

　ナタリーがほほ笑みかけてくる。

「だから、サブになった私を心配してくれたんですよね？」

　シャーロットは黙った。

「私の体調が崩れるかもしれないし、遠征先でみんなを危険にさらすかもしれない。そういうことですよね？」

　ナタリーに再び問われ、シャーロットは言葉を考えながら、ぽつりぽつりと吐き出した。

「いいように言えば、そうです。ですが……それは恥ずべき行為だったと、気づきました」

　シャーロットは一呼吸置いた。

（だからといって、みんなを危険にさらすわけにはいかない。どこかにいい着地点があるはずだわ。そのためには……）

「これからダイナミクスについて学ぶつもりです。それからあなたのことを、本部にかけ合ってみます。マクディナル団長はあの通りですから、おそらくあなたの意志が尊重されると思います」

　ナタリーの表情がみるみるうちに明るくなった。

「ありがとうございます！」

「お礼を言われるほどのことでは……」

　シャーロットが恥ずかしさのあまり視線を泳がせると、ナタリーは首を左右に振った。

「そんなことありません。そう言っていただけるだけで本当にうれしいです！」

　ナタリーは花のように笑った。

　同性であるシャーロットも見惚れるような笑顔だった。

（こういう女性だから、すぐにパートナーと結婚相手が見つかったのね）

　心の中で納得していると、ナタリーは笑いかけてきた。

「やっぱり、バウンセン副団長は噂に違わぬ素晴らしい人なんですね！」

「噂？」

　思わず眉をひそめた。

　なぜか話の流れが変わったことを感じた。

「あれ？　もしかしてご存じないですか？」

「知りません。なんのことですか？」

「バウンセン副団長が、素晴らしいってことです！　みんな尊敬しているんですから！　副団長が功績を挙げるたびにどれほど話題になっているか！　とくに女性の支持率はすごいんですよ」

　前のめりになりながら話すナタリーを、シャーロットはいぶかしげに見つめた。

　にわかには信じがたい。

　城の中では、とくに騎士団の中では、常に女性だからと居心地の悪い思いばかりをしている。

　街へと出れば、花や食べ物をもらうことはあったが、騎士とはそういうものなのだと思っていた。

「本当に初耳です」

　そう言うとナタリーはどれほど街の人がシャーロットに関心を持っているのか話し始めた。

　シャーロットが騎士になるまで、女性たちは仕事を選べなかった。

　自由に選べるということさえ知らなかったのだ。

　女性には女性らしい仕事があり、その中から選ぶということしかできない。

　ましてや兵士や騎士になりたいだなんて、誰が口にできただろうか。

「バウンセン副団長が功績を挙げるたび、街は活気づいていったんですよ！　とくに女性はあんなことをしてみよう、こんなことをしてみようってみんなが意欲的になっていって。働き口が広がってみんなよろこびました。副団長の私設応援団だってあるんですよ！　ほら！」

　ナタリーはそう言って懐から手帳を取り出した。

　表紙にはシャーロットらしき人物画が描かれている。

「な、なんですか。それは」

「私設応援団の会員証です！」

　惜しげもなく褒めるナタリーに、シャーロットは恥ずかしくてたまらない。

　そんなにたいそうなことはしていない。

　ただ、父のような人を、悲しむような家族を減らしたいだけだった。

　ナタリーに褒められれば褒められるほど、恥ずかしくなって果実酒を飲む手が進んだ。

　そして空腹のまま、酒をたらふく飲み、できあがってしまった。

「バウンセン副団長、本当に大丈夫ですか？　顔、真っ赤ですけど……」

　ナタリーが心配そうな表情で聞いてくる。

「大丈夫です。それに明日は休日ですから」

　口調はしっかりしているものの、相当酔っぱらっていた。

「あの、本当にご自宅まで送っていかなくても大丈夫ですか？」

　店を出ると、ナタリーは不安そうに聞いてきた。

　シャーロットは眉に力を入れると、こくりと頷く。

「問題ありません。それよりも、こんな遅くまで引き止めてすみませんでした。私のほうこそ、ナタリーをお送りしましょうか？」

「いえ、私は家も近いですし、いいんですけど」

　納得できなさそうにナタリーは歯切れの悪い返事をした。

　そんなことにシャーロットは気づく余裕はない。

「ナタリー、今回のことは本当にすみませんでした。副団長の名にかけて、せいいっぱいあなたの力になることを誓います」

「私は気にしていないので、バウンセン副団長はとにかく安全に家まで帰ってくださいね」

　さんざん念押しをされて、ナタリーと別れた。

　深夜の大通りを歩きながら、休日の予定を更新する。

　ナタリーと話して、大事なことに気づいたのだ。

（マクディナル団長に、お礼を言っていない）

　介抱を受けたときに伝えたかもしれないが、改めてその話題を振っていない。

　今までにないほど取り乱してしまい、情けないところをさんざん見せてしまった。

　菓子折りの一つでも持って「その節は」と頭を下げなければいけない。

（マクディナル団長も休日で、突然訪ねては驚くかもしれないけれど、伝えることを伝えてさっと帰れば問題ないはずだわ。その後に病院へ行って、再検査を受けて、それで――）

　考えを巡らせていると、ドンっと人にぶつかった。

　本日二度目だった。

「あっ……」

　しかし、相手の体躯がいいためか、めずらしくシャーロットが圧し負けて尻餅をついてしまった。

　相手はよろけもしなかったようだが、手に持っていた紙袋が傾いて、林檎がトンっと音を立てて落ちた。

「っと……シャ、シャーロット？」

　ゆっくりと視線を上げると、そこにいたのはアーサーだった。

「マクディナル、団長？」

「どうしたの？　顔真っ赤じゃないか」

　手を差し出してくれる。

　シャーロットは脇に転がった林檎を拾いながら、アーサーの手を取った。

「ありがとうございます。……その、ナタリーと会ったので、そのまま一緒にお酒を飲んでいました」

　林檎を手渡しながら話す。

「ナタリーと？　君が？　お酒を？」

　アーサーは驚いたように目を見開いた。

　そのときだった。

　シャーロットの胃が、ぎゅっと伸縮した。

　じわっと胃からなにかが上がってくる。

「うっ……ぷっ……」

「ちょ、ちょっと、シャーロット？」

　さらに驚くアーサーに、シャーロットは手でジェスチャーをする。

　大丈夫ですと、涙が出そうな目で伝えた。

「大丈夫じゃないでしょ。俺の家、すぐそこだから」

　そう言って、腰を抱かれる。

　酔っているシャーロットはなんの抵抗もできなかった。

　ただ、されるがままに連れていかれる。

　大通りを抜けて、街灯の少ない空き地の奥。

　木製の柵と広い土地。レンガづくりの煙突がある素朴な平屋と、その隣にはこじんまりとした畑があった。

　アーサー・マクディナルの家だ。

　場所は知っていたが、訪ねたのは初めてだった。

「ちょっと待ってね。すぐに開けるから」

　腰を抱いていた腕が離れていく。

　アーサーは慌てた様子で解錠して、扉を開いた。

「さあ、入って。トイレは通路の右の扉」

　人の家の匂いがする。

　シャーロットはその場で立ち止まった。

「あの、すみません。もう大丈夫ですから……」

　腕で口元を押さえながら言った。

「今は大丈夫でも、また気持ち悪くなるよ。外で吐くくらいなら、ウチで吐いていって」

「……そんなことできません」

「こんなときに遠慮しないの」

　またしても腰を抱かれ、半ば強引に家へと招き入れられた。

　思えば一人暮らしの異性の家に入ったのはこれが初めてだ。

　遠征中に報告のため、アーサーの天幕に入ったことはあるが、任務だったためか意識をしたことがない。

　心配そうな表情をしたアーサーが廊下の奥、ダイニングへと連れ添ってくれた。

　木づくりの内装で、天板が正方形の二人用のダイニングテーブル、ソファの背もたれには膝かけがかけられている。奥には清潔なキッチンと、暖炉、本棚もある。人の温もりを感じる部屋だった。

　シャーロットは頭の中で、自分の部屋を思い出してその差に戸惑った。

　あの六畳ほどのベッドと簡易の調理台、姿見しかない部屋を。

「さあ、座って」

　促されるままにソファに腰を下ろした。

　体がふんわりと沈む。いいソファだ。

　それだけに座り方がわからず、何度か位置を調整した。

「水を飲む？」

　アーサーに尋ねられて、シャーロットは戸惑う。

「す、すぐに帰ります」

　そう言ったものの、キッチンへ向かったアーサーはカップと、水差しを持ってきた。

　水の入ったカップを手渡されると、シャーロットも飲むしかない。

「それで、どうしてそんなになるまで飲んだの？」

　あきれ顔のアーサーが、ダイニングテーブルの椅子を引いて、シャーロットと向かい合わせになるように座った。

　シャーロットは水を少し飲んでからおずおずと話を始めた。

　ナタリーと会ったこと、そこで彼女にパートナーができたと報告されたこと。

　そして、自分が彼女を誤解していたと知り、自分が情けなくなったこと。

「ナタリーにもパートナーができたんだね。よかったじゃないか」

「はい……」

　明るく話す彼とは対照的に、シャーロットの声は沈んでいた。

「シャーロットは自分を責めすぎだよ。誰にだって間違いはあるから」

　のんびりとした口調で彼はシャーロットを慰めてくれる。

　それでも自分を許すことはできなかった。

「……私は自分が恥ずかしいです」

　吐き出すようにシャーロットは言葉を続けた。

「女性だからと線引きされることがどんなにつらいことかを知っていたのに……。そんな私が彼女を差別していたなんて」

「仕方がないよ。サブやドム自体が少ないんだから」

　アーサーの言葉にひらめいた。

「マクディナル団長、教えてほしいことがあるんです」

「なにかな？」

　彼の声は優しかった。

「パートナーができたら、あのつらい症状はましになりますか？」

　サブに変わった夜のことを思い出すと、今でも怖くなる。

　まるで感情のコントロールができなくなった獣のようだった。

　シャーロットの問いかけに、アーサーは少し真剣な表情になる。

「相手に理解があれば、あんなふうにつらい思いをすることは今後なくなるよ」

「本当ですか？　それなら……サブであることを隠して騎士を続けられる……」

　シャーロットの声色は明るくなった。

　アーサーの言うことが事実だとするならば不利な点は一つもない。

　パートナーは結婚しなければいけないというわけでもないし、怪しい性交渉をするわけでもない。

　アーサーに尽くされたことをプレイと呼ぶのならば、恥ずかしさはあるものの正直に言っていやではない。

　内側から溢れてくるような気持ちも、むずがゆいが悪くはなかった。

　それで強くもなれるのであれば、一石二鳥というものだ。

　おまけにサブであることがばれないのであれば、これからの仕事にも支障はなさそうだ。

（パートナー、ね。案外悪いことだらけじゃないのかもしれないわ）

　心の靄が晴れていく気がした。

「まあ、俺一人の知識だけで心配なら、わかりやすい関連資料を貸すし、医者にも聞いてみるのもありかもね」

「ありがとうございます。それでは資料をお借りしてもよろしいですか？」

「わかった。帰るときに渡すね」

　アーサーが貸してくれる物なら、過去のような失敗はないだろう。

　それに、明日は病院へ行く予定だ。

　医者にいろいろ聞くのもいいだろう。

　明日のスケジュールを考えていると、シャーロットはあることに気がついた。

「そういえば、裏路地にパートナー斡旋所がありますよね？　ああいう機関を利用すれば簡単にパートナーを作れるのでしょうか？」

　家の近くにある店舗を思い出す。

　少し傾いた看板と、狭くて薄暗い階段の奥にある店だ。

　もちろん一度もその階段を上がったことはない。

　アーサーの口振りから察するに、パートナーに愛情はなくてもよさそうだ。

　もちろん、ナタリーのように結婚を前提に進めるものが多いのだろうが、シャーロットは違う。

　お互いメリットのある、都合のいい関係。

　それなら、斡旋所で出会っても問題はないだろう。

「だめだ」

　アーサーが短く、せっぱ詰まった声で言った。

　シャーロットは驚く。少しアーサーが怒っているようにも見えたからだ。

「なぜです？」

「それは……」

　問いかけるとアーサーは言葉を詰まらせる。

（言いにくいことなのかしら……）

　ハッとした。

　思い当たる節がある。

「誰も私のような女騎士とパートナーになりたくないということですね？　噂にもなりますし」

「あー、いや、その……」

　アーサーは言いにくそうに呻いた。

　シャーロット自身が噂になることは仕方がないが、パートナーは違うだろう。

　パートナーになったその日から、注目される生活を余儀なくされる。

　欲を満たすだけで都合のよい相手なら、リスクのあるシャーロットは選ばないだろう。

　アーサーは前髪を指でわしゃわしゃと掻き、眉間を揉んだ。

「シャーロットと、パートナーになりたい人も、結婚したい人もいると思うよ、うん」

「そうでしょうか？」

　答えながら、首をひねった。

　アーサーはうつむいて話を続けた。

「とにかくさ、斡旋所はだめだよ。危ないやつがいるかもしれないし」

「そうなんですか？」

　うまく理解できないまま、シャーロットは頷いた。

「まあね。パートナーになるってことはさ、プレイをするってことだから。相手の嗜好を知らないと、危ないんだよ。それこそドムには、痛みを与えてよろこぶやつもいれば、服従させることに快楽を覚えるやつもいる、縛ったり、そのまま放置したり……」

　アーサーの言葉を想像すると、シャーロットの体温が上がってくる。

（縛ったり……そのまま放置したり……？）

　シャーロットの異変にきづいたのか、アーサーは話題を止めた。

「っと、ごめんね。変な話をして……」

「いえ、すみません。私が肝心なことを忘れていたので、団長に言っていただけてよかったです」

「そういうわけだからさ、そういうことは慎重に選ばないとだめだよ」

「わかりました」

（マクディナル団長の言う通りだわ）

　しかしふと、あることが気になった。

「ちなみに、マクディナル団長はどういうドムなのですか？」

「え？　俺？」

　突然話題が自分に向いたため、アーサーは少し面食らったようだった。

「そうだなぁ。俺もパートナーがいたことがないからよくわからないんだよね……。まあ、まったく考えたことがないって言ったら嘘になるけど」

　言葉を詰まらせながら、彼は話した。

（マクディナル団長も、パートナーがいたわけじゃないのね）

　その事実に、なぜか安堵してしまう。

（それにしては、慣れていたように感じたけど）

　シャーロットはあの日の自分の体に起こった異変を思い出す。

　アーサーになら、身を任せてしまいそうな不思議な感覚。

「ただ、俺が君とプレイをして思ったのは、甘やかしたいってことかな……」

「甘やかす……？」

　アーサーの青い瞳が、シャーロットを映していた。

　彼の欲望はたいしたことのないもののように思える。

　ただ、甘やかすだけなのだから。

（縛ったり、放置したりするより、ずいぶんいいわよね。こういう人をパートナーに探せばいいんだわ。……でも斡旋所も使わずにどうやって？）

　シャーロットが考えを巡らせていると椅子に座っていたアーサーが身を乗り出した。

「そこで、提案があるんだけどさ。俺たち、パートナーにならない？」

「な、なぜですか？」

「なぜって」

　アーサーは優しくほほ笑んだ。

「シャーロットは、かわいい部下だしさ。辞めてほしくないからだよ」

「ですが……それでは、マクディナル団長にメリットは……」

「メリットならあるよ。優秀な副団長に辞められたら、うまくまとめられる自信がないもの」

（なるほど。私が急に辞めては、討伐遠征が機能しなくなる部分はあるかもしれないから、か）

　現在、事務的なことはほとんどシャーロットが行っている。シャーロットの代わりに、引き継げそうな者は思い浮かばない。

　そして、こんなふうに頼りにされていることも少しうれしかった。

「ですが、マクディナル団長。やはり私は気が引けます。団長と副団長で、パートナーだなんて、知られればきっといい気になる人はいません」

「それなら、仮のパートナーっていうのはどう？」

「仮……」

「そう。シャーロットが、この人だって人が決まるまでの関係」

「でも、それはなんだか不純じゃありませんか？　マクディナル団長にも悪いですし……」

「応急処置みたいなものだよ。俺が提案しているんだから気にしないで。それに、もし騎士団の中でバレたら、俺がなんとかするし。いやらしいこともしない」

「そう、ですか……」

　実際、シャーロットにはありがたい申し出だった。

　アーサーがなんとかすると言ってくれているのもありがたい。

「わかりました。それでは、仮のパートナーをお願いします」

　シャーロットは頭を下げた。言葉を続ける。

「なるべく早く、いいパートナーを探しますから」

「気にしないで。それよりまずはセーフワードを決めよう」

　シャーロットは顔を上げる。初めて聞く単語だった。

「……セーフワード、ですか？」

「本当にいやだと感じたら口にする言葉だよ。シャーロットがそれを口にしたら、それはもう愛のある行為じゃないでしょ？」

　シャーロットは言葉に迷った。

（むしろ、プレイは愛のある行為なのね）

　シャーロットの胸がどきどきと高鳴った。

　それはまるで警報のようで、いけない約束をするようだった。

　このセーフワードを決めてしまえば、もう後戻りはできないような。

　深い関係になるような気がしてしまった。

「マクディナル団長、それはパートナーになったら、決めなければいけないことなんですか？　仮のパートナーでも？」

「絶対ってわけじゃないけど。やっぱりあったほうが安心だよ。知らず知らずのうちに、俺も君のいやがることをしてしまうかもしれないし」

　アーサーの優しい笑顔に、シャーロットの胸はずきりと痛む。

　彼はどこまでもシャーロットを尊重してくれるらしい。

　これではいつかは情が生まれてしまうかもしれない。

（そうならないようにしないと。マクディナル団長は、あくまでも部下である私のためにパートナーを申し入れてくれているんだから）

　アーサーは部下を辞めさせないために。

　シャーロットは騎士を続けるために。

　これは思惑の一致の上に成り立つ契約だ。

　アーサーをそういう対象としてみないようにしなければいけない。

　そのために明確な線引きをしたかった。

「わかりました。それでは『好き』にします」

「え、ええ……」

　アーサーは不満げな声を漏らした。

「もしかして、そのセーフワードには何か制限があるんですか？」

「いや、そういうわけじゃないけどさ。好きっていろいろあるじゃない。トマトが好きとか、人として好きとかさ」

「はぁ……」

　意味がわからず、気の抜けた返事をしてしまう。

「つまりね、俺はシャーロットのことが好きってこと」

「と、突然なにを……」

　体温が上がるのを感じた。きっと、彼には顔が赤く映っているだろう。アーサーは苦笑していた。

「もちろん、同僚としてね。そういう意味で言うとみんな好きだけど」

　アーサーは飄々と話す。

（そう、そうよね。びっくりした）

　気持ちとは裏腹に少し残念な気持ちになってしまう。

　シャーロットは唇をきゅっと結ぶと、一度息を吐いて話し始める。

　からかわれると気持ちはよけいに頑なになっていく。

「わかりました。それなら、そのセーフワードというものを『愛してる』にします。マクディナル団長をそういう対象として私が見ることは絶対にありませんから」

「また、そんなふうに意地を張っちゃって」

「意地なんて張ってません。マクディナル団長こそ、その、セーフワードを必ず守ってくださいね」

　アーサーが優しく目を細める。

「もちろんだよ。シャーロットがいやがることは絶対にしない。誓うよ」

（誓う……）

　胸がどきりと跳ねた。

「とにかく、晴れて俺たちはパートナーになるわけだ」

「仮ですけどね」

「うーん。シャーロットは手厳しいなぁ……」

　アーサーは苦笑しながら椅子から立ち上がった。

「あと、二人でいるときくらいは、互いをそれらしく呼び合わない？　団長って呼ばれるのも堅苦しいしさ」

「それらしく？」

　シャーロットは自らの眉間がぎゅっと寄るのを感じた。

　彼女の浅い知識は、何年も前に読んだ猥本からでしかない。

（たしか、あの本ではドムのことを、ご主人様と呼んでいたけれど……。まさか、マクディナル団長は私にそれを強要するするつもりかしら……）

　そのとき、目の前に大きな手のひらが映った。

「おーい、シャーロット。なに考えてるの？　すごく顔が険しいけど」

「なんでもありません」

　アーサーは苦笑する。

「まあ、なんとなく察するけどね。一応君の知識のために言っておくけど、愛称で呼んだり、名前で呼んだり。恋人や家族となんら変わらないからね」

「そうなんですか」

　シャーロットは内心胸をなで下ろした。

「そうだよ。それに二人のときにだけ愛称で呼ぶことで、精神的にもスイッチの切り替えになるでしょ？」

　たしかに考えるとそのほうが、パートナーらしくも思える。

（私とマクディナル団長では、それが想像できないけれど……）

　例えばこの部屋でくつろぐ自分の姿が想像できなかった。

　それも家族のようにアーサーと談笑なんて考えられない。

　だが、アーサーがそう言うなら、パートナーというものはそうなのだろう。

「なるほど。わかりました」

「じゃあ、決まりだね。シャーロットはちなみに、家族からはなんて愛称で呼ばれてた？」

「愛称、ですか……」

　シャーロットが家族と言われてすぐに思い浮かべたのは、弟と祖父母だった。

　しかし、弟はお姉さまと言い、厳しい祖父母はちゃんとシャーロットと呼んでいた。

「あいにく家族は、私のことをシャーロットと呼んでいました。――いや……」

　弟が生まれるずっと前に、両親が略した名前で呼んでくれていたことを思い出した。

　あのころは幸せだった。

　父は騎士の制服に身を包み、母はそれを誇りだと言っていた。

「シャルと呼ばれていました」

「いい愛称じゃないか。じゃあ、俺もそう呼ぼう」

　呼ばれるところを想像するとむずがゆいが、今更だめとは言えなかった。

「……わかりました」

「そうそう。俺のことはアーサーって親しみをこめて呼ぶこと」

　いつものゆるい口調で命じられ、シャーロットは目を見開いた。

「できません！　上官を呼び捨てでなんて」

「じゃあ、もう一つルールをつけよう。二人っきりでいるときは、役職を捨てること。これは練習でもあるんだから」

「練習、ですか？」

「もしもシャーロットにパートナーができたとして、その人にも『バウンセン副団長』って呼ばせるわけにはいかないだろう？　かといって俺だけシャルって呼ぶのも寂しいし」

　彼の声で『シャル』と呼ばれると、胸がどきりと高鳴った。

　全身の血が沸騰するように熱くなっていることがわかった。

「わかり、ました……」

「それじゃあ、シャル」

　名前を呼ばれて心臓がどきりと跳ねた。

　先ほどのふざけた口調ではなく、艶っぽい声色に変わる。

「は、はい」

「パートナーになったんだし、さっそくプレイを楽しもうか」

　息を呑む、なにをするのだろうと思うと緊張してしまう。

　シャーロットはなんと答えていいかわからなくなり、アーサーをただただ見つめた。

「なにを、するんですか？」

「そうだなぁ」

　アーサーの涼しい目がシャーロットを見つめ返してきた。

「そういえば君、お酒をたくさん飲んだみたいだけど、食事はどうしたの？」

「食べてないんです。ナタリーと話していたらすっかり空腹だったことを忘れていまし――」

　シャーロットはそこまで言って口をつぐんだ。

　以前、オートミールを食べさせてもらったばかりだったからだ。

「ですが、あいにくお腹はすいていません。お酒をたくさん飲んだので」

　慌てて言い直したが、アーサーはくつくつと笑っている。

（またああやって食べさせてもらうなんて、無理よ。あのときはしかたなくだったから……）

　熱に浮かされていたし、なによりアーサーに必死に説得された。

　今は酒に酔っているものの、体調が悪いわけではない。

　まだ笑っているアーサーにシャーロットはムッとした。

「もしかして、からかっていらっしゃるのですか？」

「そうじゃない、そうじゃないよ」

　彼は笑うのをやめたが、それでも穏やかな表情で言った。

「でも、ご飯も食べずにお酒で腹を膨らませるのはよくないね。あまりものになっちゃうけど、なにか食べない？」

　彼は椅子から立ち上がった。

「あ、いえ、おかまいなく。家に帰ったら、なにか食べますから」

　嘘をついた。

　家には瓶詰一つない。

　彼はそんなシャーロットに柔らかな笑みを向ける。

「俺が食べてもらいたいんだよ。今日の夕食、すっごくおいしくできたから。……あ、今回は俺が食べさせないから安心して」

「……そういうことなら、わかりました」

　どうやらなにからなにまで見抜かれていたらしい。

（やっぱりからかわれている……）

　彼はそのまま台所へと戻っていくと、鍋を温め、ほどなくしていい匂いが漂ってきた。

　シャーロットもソファから立ち上がり、台所を覗こうとすると彼と目が合う。

「シャーロットはそこの椅子に座ってて。もうできるから」

「はい」

　一瞬だけ、杓子を持った彼の姿が見えた。

　案外似合っていることに驚いた。

　言われた通りに椅子に座っていると、目の前に皿が置かれる。

　牛肉らしきブロック状の塊が、野菜と一緒に煮込まれていて、上には生の葉が添えられていた。とても大柄な男が作ったものとは思えないようなおしゃれな料理だった。

「これを、マクディナル団長が？」

　料理から顔を上げて尋ねると、アーサーは首を左右に振った。

「アーサーって呼ぶ約束だろう？」

「そうでした。……アーサー」

　彼は満足そうに頷くと、向かいの席へ腰を下ろした。

「よしよし。料理はもちろん俺が作った。牛肉のワイン煮込み。上に載っているのはクレソンだから。食べられるからね」

「……いただきます」

　シャーロットはスプーンを手にとった。

　肉は大きいが柔らかく、スプーンで簡単にほぐせてしまう。

（手間がかかってそうな料理を、本当にマクディナル――アーサーが？）

　だらしないところもあるアーサーだが、育ちの良さや器用さが垣間見えるときがある。

　字がきれいだったり、人を気遣ったりできる。

　ほんの少しだけ、アーサーという人に興味がわいた。

　シャーロットは半信半疑で、スープを口に運ぶ。

　赤ワインの芳醇な香りと、野菜の甘味、牛肉のコクが口いっぱいに広がった。

　呑み込んで、目を見開く。

「おいしいです。とっても！」

　向かいに座って頬杖をつくアーサーが、うれしそうににやにやしている。

「よかった。自信作だったからさ」

「こんなにおいしかったらお店を出せますよ」

　シャーロットが本心で言うと、アーサーは苦笑した。

「そんなに言われると調子に乗っちゃうな～」

　シャーロットは夢中になって料理を食べた。

　忘れていた空腹を思い出したかのように、胃が食事を求め始めたのだ。

　アーサーはその姿を見ながら話し続ける。

「やっぱり食べてくれる人がいるっていいね。人が食べている姿を見るのが好きなんだよ、俺は」

「それなら騎士や兵士を招いては？」

　シャーロットはちらりと部屋を見た。

　独り暮らしには広すぎるほどの家だ。

　暖炉があって、ソファもある。家具にもこだわっているように思えて、くつろげそうな空間だった。

　シャーロットの家具はベッドしかない、眠れればいい家とは違う。

「休みの日に呼ばれるのはいやでしょ。気を遣わせるよ」

　アーサーは笑った。

「そうでしょうか？」

（私はそうでもないけど……）

　少なくともこうして料理を囲むのは悪くない。

　シャーロットが食べ終わったのを見て、アーサーは皿に手を伸ばしてきた。

「おかわりは？」

「大丈夫です。ごちそうさまでした。本当においしかったです」

　体がぽかぽかと暖かくなった。脱力していくのがわかる。

　彼が皿を下げようとしたので、シャーロットは立ち上がった。

「私が……」

「いいから、いいから。それよりも、次はお風呂に入ろうか」

　シャーロットはポカンとした。

　てっきり風呂屋にでも行くのかと思ったからだ。

　皿を下げたアーサーは「こっちこっち」と手招きし、言われた通りについていくと、離れに浴室があった。

　浴室と居間とを何度も往復せずにすむよう、わざわざ湯を沸かすために暖炉までしつらえてある。

　貴族が好むような猫足つきの浴槽もあり、湯が張ってあった。

「こんな高価なもの、どうしたんですか？」

　シャーロットも貴族の娘である。実家ではこれで風呂に入っていたが、個人で所有するにはかなりの高級品だった。庶民が持っているなんて聞いたことがない。

　シャーロットも騎士を志してからは、風呂屋か、水浴びで済ませていた。

　アーサーは照れるように頭を掻く。

「浴槽は知り合いに安く譲ってもらってね。うれしかったから浴室を自分で作ったんだよ。うまくできたからずっと人に自慢してみたくって」

「浴室を、作った……？」

　シャーロットは絶句した。

「まあ、趣味の延長みたいなものだね」

（マメな人……）

　恥ずかしそうに笑うアーサーに、シャーロットはそんな感想を抱いた。

　仕事なら別だが、プライベートでは絶対に料理も日曜大工もやりたくはない。

　ただ、湯船に入れるのはうれしかった。

　昨日まで討伐遠征で、水浴びしかできなかったからだ。

　アーサーは暖炉の前でかがむと火を点けた。

「湯がぬるくなっていると思うから、足すよ。その間に服を脱いでいて」

　当たり前のような口調で告げられて、シャーロットは驚いた。

「ここで脱ぐんですか？」

　アーサーは首だけをこちらに向ける。

「衝立のところにかごがあるから、そこに服を入れて。裸を見られるのがいやなら、タオルを巻いてもいいよ」

　シャーロットはさらに目を見開いた。

「一緒に入るんですか？」

「シャルがいやなら、出ていくけど……。俺はできれば、体を洗ってあげられたらって思ってる。使ってあげたい香油もあるし」

　彼の足元に香油が入っているであろう小瓶が置いてあった。

　アーサーは言葉を続ける。

「言ったでしょ？　俺、甘やかしたいみたいなんだ。いやらしいことはしないし、いやだったらセーフワードを言ってくれていい」

　いやらしいことはしない。

　彼の言葉は信じられるような気がした。いやらしいことをするタイミングならいくらでもあったからだ。

　アーサー以外ならきっとシャーロットは断っていただろう。

（私は……久しぶりにゆっくり風呂に浸かりたいだけ。それに香油だって、気になるから……）

　自分に言い訳をして、シャーロットは頷いた。

「……わかりました」

　そのまま衝立の向こうへ行き、服を脱いだ。

　裸は恥ずかしかったので、タオルを体に巻く。

　衝立から顔を出すと、ちょうど湯船の準備が整ったようだった。

　彼と目が合った。

「おいで、シャル。体を湯で流そう」

　シャーロットは警戒する猫のように彼に近づいた。

　そして彼に後ろから湯をかけられ、体を洗ってもらった。それが終わると湯船に移るように言われる。

「タオルのままでいいから」

　シャーロットは背を向けたままだったため、彼の表情はわからなかった。

　言われた通りに浴槽に移る。

　湯の温度はぬるめで、それでも浸かると気持ちがよかった。

「そのまま、浴槽にもたれかかって。頭を香油でマッサージするから」

「はい……」

　シャーロットは従った。

　浴槽にもたれかかると、シャツを腕まくりした彼が立って、シャーロットを見下ろし、目が合う。

「気持ちいい？」

　尋ねられ、頷いた。

「はい、天国みたいです」

　目を閉じて言うと、くすくす笑い声が聞こえる。

「天国、いいね。マッサージはもっと気持ちいいと思うよ」

　彼がシャーロットの短い髪を撫でた。そのまま指が分け入り、頭皮に触れる。

　香油を使用しているのだろう。

　花のいい香りがした。

　頭皮を彼の指が這うと、肌がぞくぞくと粟立つ。

「ふっ……」

　思わず声が漏れ、なぜか下腹部もうずく。

「気持ちいい？」

　再び尋ねられ、シャーロットは喘ぎ声交じりに返事をした。

（気持ちがいい……。マッサージをされているだけなのに、変な声が出てしまう……）

　彼が頭を包み込むように触れるたび、体がびくびくと跳ねた。

　そして関係のない下腹部が熱を持つ。

「髪の香油を湯で流すね」

　彼が耳元でそう告げたとき、シャーロットは蕩けていた。

「はい……」

（力が入らない）

　彼に髪を流され、指で梳かれる。

　すべてが終わり、もう浴槽から出なければいけないのに、シャーロットは身動きが取れなかった。

「もしかして、のぼせちゃった？」

　彼が心配そうに聞いてきたので、シャーロットはそうなのかもしれないと思い、頷いた。

「ごめん。あまりにも君が気持ちよさそうだったから、気づかなかった」

「いえ……」

　シャーロットは力なく答え、なんとか浴槽を出ようとした。

　そんなシャーロットをアーサーは濡れるのもかまわず、抱きしめてきた。

「転んだら危ないから、俺に掴まって。それと、タオルはそのまま浴槽に置いたままにしてくれるとうれしいな」

　わけがわからず、シャーロットはタオルを手放した。

　肌があらわになる。

　アーサーはシャーロットを横抱きにした。

　慌てて彼のシャツを掴む。

「大丈夫。見ないよ」

　彼にしがみついたまま、浴室を後にする。

　そのまま寝室に運ばれると、濡れた体のままベッドに下ろされた。

（え……）

　驚いていると、タオルが体にかけられる。

「俺のバスローブ。大きいと思うけど、湯冷めしたらよくないから着てて」

　それだけ言うと彼は寝室から出ていってしまった。

　シャーロットはぼんやりとしたまま、かけられたバスローブに腕を通した。

（ベッドを濡らしてしまったわ……）

　これ以上濡らしては悪い気がして、立ち上がる。

　するとカップをもった彼が入ってきた。

「もう立ち上がって大丈夫？　ほら、お水」

　見ると彼のシャツがびっしょり濡れていた。

「すみません……」

　いろいろなことが申し訳なく思えて出た言葉だった。

　ベッドや彼を濡らしてしまったこと、それと甲斐甲斐しく世話してくれるアーサーに自身の体が反応してしまったこと。

　シャーロットは気づいてしまった。

　自分の体が欲情してしまったことに。

　彼に触れられると、その先を期待していることに。

（あんなにもアーサーのことを拒絶したのに……）

　もっと触ってほしいと体が感じてしまった。

「大丈夫。気にしないで。シーツは替えがあるから」

　彼はそう言ってベッドからシーツをはがしてしまった。

「今日は泊まっていって。俺はソファで寝るし」

　アーサーはシャーロットの複雑な気持ちを知らず、シーツを抱えながら優しいほほ笑みを向ける。

　シャーロットは結局、彼に甘えて一泊することになった。

　彼の香りがするベッドで、あの欲情は気の迷いだと自分に言い聞かせ、気がついたら眠ってしまった。

　翌朝は甘い香りで目を覚まし、リビングへ出ると焼きたてのアップルパイを手にした彼に「おはよう」とあいさつされた。

　シャーロットはこんなにも居心地のいい朝を知らない。

　手作りのアップルパイとコーヒーを食べながら、病院へ行くことを告げると、彼は「一緒に行くよ」と言ってくれた。

「仮とはいえパートナーだし、上官の務めだから」

　笑顔で彼にそう言われ、シャーロットは頭から冷水を浴びせられたようだった。

　いっきに夢から覚めた気分だ。

（気を引き締めなくては……）

　彼が優しくしてくれるのは上官と下僚だから。

　辞められると困るからだ。

















第四章　騎士団長の恋煩い












（努力家だなぁ）

　休み明けの午後、アーサー・マクディナルはサンドイッチを頬ばりながら思った。

　団長室から、シャーロット・バウンセンが剣の素振りをしている姿が見える。

　人知れず、彼女は努力をしている。

　そういうところをアーサーは好んでいた。

　アーサーがシャーロットと出会ったのは、彼女が入団試験にやってきた四年前のことだ。

　当時、アーサーは二十六歳。第二騎士団の団長に就任したばかりだった。

　周りから剣の才能があるともてはやされ、おまけに整った顔立ちに、恵まれた体躯、愛嬌のある性格に生まれ持ってのお節介。

　誰もアーサーを嫌う者はいなかった。

　そんなときに、彼女を見かけた。

　明らかに目立っていた。

　シャツにパンツスタイルで、格好こそは地味だったが、透けるような白い肌と後頭部の高い位置で縛られた金色の髪が動くたびに左右に揺れ、周りの視線を釘づけにしていたのだ。

　それも男しかいない、入団試験で。

　アーサーがたまたま通りかかったのは、普段ならとっくに入団試験が終わっている頃合いだった。

　第一騎士団の団長ハビット・リーと第三騎士団の団長アービン・チャーチルが渋い顔をしたまま、書類を見つめ時折小声で話し合っていた。

　第一騎士団のハビットはひげ面で、酒と女好きな放蕩者。

　第三騎士団のアービンは糸目の優男で愛妻家だった。

　二人は二十歳近く年下のアーサーをたいそうかわいがってくれる。

　アーサーも生まれ持っての末っ子気質なため、彼らに甘えていた。

　難しい顔をした二人の団長に、アーサーは野次馬心が刺激されたのだ。

　空気の読めない明るい声で、声をかけた。

「どうしたんですか？　今年は全員落とすとか？」

　アーサーはあくまでも悪のりのつもりで言ったのだが上官たちは顔を見合わせて「その手があったか」と言い「いやそれはさすがに」ともう一人が首を横に振った。

　アーサーも深刻さに気づき、まじめな顔を作った。

「本当にどうしたんです？」

　ハビットが「実は」と小声で話し始めた。

　入団試験は一通り終え、去年よりも優秀な人材が多く集まったと話した。

「その中でもあのバウンセン家の後継者が頭一つ分抜けていて……どうしたものかと悩んでおってな」

　ひげ面のハビットは顎をポリポリ掻いてうなった。

「バウンセン家？　英雄の家系じゃないですか」

　アーサーでも知っている。

「なにをそんなに悩む必要があるんです？」

　愛妻家のアービンが口元に手を添えてささやいてきた。

「彼女ですよ。彼女が、バウンセン家の……」

「ああ……」

　アーサーは理解した。

　女性の兵士は過去に例をみない。

（わざわざ兵士にならなくても）

　アーサーは、件くだんの女性をちらりと見た。

　周りの男たちからちらちら見られながらも、本人はまったく気にしていない様子で、背筋をピンと伸ばして立っていた。

（さすが伯爵令嬢）

　それがアーサーの彼女に対する第一印象だった。

　アーサーは団長たちに向き直った。

「彼女、そんなにすごいんですか？　どんなところが？」

　尋ねると書類を持ったハビットが自らの顎を擦りながら、宙を見た。

　試験を担当したのだろう。

　第一騎士団は城の警備を担当している。

　そこに属する騎士たちはみな、戦闘にたけていた。

「まあ、動きに無駄がないな。訓練慣れしている感じだ」

　するとアービンが口を出す。

「ああ、それは感じました」

　第三騎士団は王族の護衛を担当している。

　大事な王族を危機にさらしてはいけない。

　そのためアービンには人を見る目があった。

「体力テストもなかなかだったんですよ。あの動きは普段から走り込みと筋力トレーニングをしているんでしょうね」

「なるほど。だから瞬発力があったのか。勘も恐ろしくよかったぞ。あれは女なのがもったいないな」

　あんなに悩んでいた団長たちが、口を開けば彼女をほめたたえた。

（そんなにすごいのか）

　興味が少し湧く。

「剣術はどうでした？　俺よりも上ですか？」

　アーサーが口を挟むと、団長たちは口をつぐんだ。

「いやいや、さすがにそれは。ご令嬢だぞ。見学だ、見学」

「そうそう。顔に傷でもついたら責任とれないよ」

　団長たちは顔を見合わせて話し始める。

「やっぱり落とすか。どうせ、入団試験を受けたのだってご令嬢の気まぐれだろう」

「でも、落とした理由を聞かれたらどうします？　女性だからと言って納得するでしょうか？　騎士家系のバウンセン家を敵に回すと後が怖いかもしれませんよ」

　団長たちはアーサーの存在など忘れたように、話を続けた。

　内容はどう落とすか、相手は貴族の令嬢。しかも騎士の家系。

　怒りを買わないように、不合格にする口実で盛り上がっていた。

「それ、俺に任せてもらえませんか？」

　アーサーが名乗り出ると団長たちが一斉にこちらを見た。

「任せるって一体なにをする気だ」

　ハビットに睨まれて、アーサーはおどけてみせた。

「いやだなぁ。睨まないでくださいよ。簡単なことです。次を最後の試験ってことにして、俺が全員と一対一で手合わせするんです。俺に一発でも入れられれば、即入団。どうですか？」

　いつもの軽い調子で言うと団長たちはいやな顔をしたものの、それが最適かもしれないというように思い直したようだ。

「まあ、我々も困り果てていたところだ。お前ももう団長、なにかを見定める経験も必要だろう」

「ですが、相手は貴族の娘です。やっかいなことにならないように気をつけてくださいよ」

　地位の高い人間というのは、変化とやっかいごとを嫌う。

　アーサーはどちらかといえば中立だが、誰かと対立するほど意見を通すことは苦手だった。

　そのため、本来の飄々とした性格もあってか、このように隙をついてうまく立ち回れるようになっていた。

「任せてくださいよ。じゃあ、決まりですね」

　二人の団長に確認を取ってから、アーサーは入団希望者たちの前に向かって歩いた。

「次の試験を行う」

　声を張り上げると十数名の視線がいっきにアーサーに集中する。

「この試験では、俺と一対一で手合わせをしてもらう。五分以内に俺に一突き入れることができればいい。今まで残ってきた君たちなら簡単だろう？」

　アーサーの若い見た目に、緊張が緩んだ者が何人かいた。

　しかし、噂の彼女だけが厳しい顔つきで、じっとアーサーを見つめていた。

「さて、誰から挑戦するかな？」

　誰も挙手しない様子なら、アーサーが当てようと思ったそのときだった。

　すっと手が上がる。彼女だった。

「差し支えなければ、お願いしてもよろしいでしょうか」

（へぇ、度胸はある）

　アーサーが黙っていると、彼女は眉をひそめた。

「すみません。やはり、私は先ほどのように見学になりますか？」

「いや、大丈夫。これが最終試験だしね」

　そう答えると、彼女は無表情であったがどこかほっとしたようだった。

　ほかには誰も手を挙げる様子はない。

「それじゃあ、初めの相手は君に決まりだね。移動しようか」

　アーサーはそう言うと、入団希望者を連れて訓練場へと移動した。

　空き箱に無造作に入れられた木剣の一つを手にすると、そのまま彼女に投げて渡した。

　簡単にキャッチする。

「ナイスキャッチ！」

　アーサーが笑いかけると、彼女は眉をぴくりと動かしただけだった。

「さっきも言ったけど、五分以内に俺に一発入れることだ」

　自らも木剣を手に取り、ぎゅっと握った。

　彼女のほうへ視線を移すと目が合った。

「わかりました。シャーロット・バウンセンです。よろしくお願いします」

「シャーロットね、よろしく」

　シャーロットの眉がまたぴくりと揺れた。

　彼女は木剣を受け取ると柄をきゅっと握る。

　構え方から、慣れている印象を受けた。

（そういえば、団長たちがべた褒めしていたな）

　アービンが不安そうになりながらも審判になると名乗り出た。

「準備はいいですか？」

　アーサーとシャーロットのどちらもに確認を取ると、アービンは右手を上げた。

「それでは開始！」

　開始と同時に踏み込んできたのはシャーロットだった。

　素早い動きに、ほんの一瞬、アーサーはガードが遅れる。

　それでもひるまないシャーロットは激しく打ち込んできた。

　一発は軽いが、動きに瞬発力がある。

　それでいて、彼女が非常に冷静であることがアーサーにはわかった。

　ガードの癖を見て、フェイントをかける応用力もある。

　五分という短い時間でせいいっぱい打ち込む彼女の瞳を、アーサーは見つめてしまった。

　彼女の琥珀色の瞳が、日の光にあたってきらめいた。

（きれいだ……）

　そのとき、彼女が思いきり踏み込んできた。

　木剣が押し込まれ、アーサーの頬を剣先がかすめた。

　それと同時に、五分が終わった。

　せいいっぱいやり遂げたシャーロットは、肩で息をしながら試験に落ちたと思っていたようだ。初めて無表情な顔が悲しげに視線をそらした。

　団長たちはほっとしていたようだ。

　こちらからは一撃も加えず、守り通したのだから。

　アーサーは木剣を持たないほうの手で、頭を掻いた。

「いやぁ、まさか一発当てられるとは。君、合格ね」

　シャーロットが目を見開いた。

「合格ですか？　私が？」

　信じられないとでもいうようだ。

　アーサーは少しひりひり痛む頬を指さした。

「うん。ここ、腫れてない？　さっき剣先がかすめたんだけど……」

　すると、団長二人が詰め寄ってきた。

「マクディナル団長……！」

　アービンが小声で抗議する。

「一体これはどういうつもりですか！」

　しかし、アーサーも予想外というように首を傾げて笑った。

「いやぁ、当たっちゃいましたねぇ。お二人の言う通り、彼女は才能がありますよ。あははは」

　その後の試験で、アーサーに一発与えられた入団希望者は一人もいなかった。

　つまり、その年の入団者はシャーロット一人だったのである。

　それから彼女は一般兵となり、努力を重ね、騎士となった。

　そして、あっという間に副団長まで上り詰めたのだ。

　アーサーは、シャーロットを人として尊敬していた。

　剣を交えれば、その人がどういう人かわかる。

　アーサーは少なくともそう思っていた。

　シャーロットはまじめで、それでいて冷静で、努力家だ。

　自分が彼女を入団に導いたということもあり、密かに気にかけていた。

　彼女が昇格するたび、内心よろこんだ。

　そして、偶然を装って彼女に会いに行き、からかいながらもおめでとうと言った。

　彼女が自分に恩を感じていることにも気づいていた。

　それを、かわいいと思った。

（どうしてこうなっちゃったかなぁ）

　アーサーは現実に意識を戻して、サンドイッチの最後の一口を食べ終え、壁にもたれかかる。

　後悔していた。

　仮のパートナーになってしまったことに。

　出会ったときから、アーサーにとってシャーロット・バウンセンは特別だった。

　かまわずにはいられない存在。

　背伸びしている様子が愛らしく、ついつい手伝ってしまいたくなる。

　それに、性別が理由で傷つけられる彼女に同情した。

　彼女は努力の人だった。

　剣術も、書類作成も、夜遅くまでやっていることをアーサーは知っていた。

　だから彼女を後押しした。

　そして彼女に尊敬されていることがうれしかった。

　本当に特別な存在だった。

　彼女がサブになるまでは。

　水を飲ませ、オートミールを食べさせるまではよかった。

　これで一時的に彼女が楽になるのであれば、よろこんで名乗りを上げた。

　業務で長い時間をともにすることで、家族のような絆を感じていたからだ。

　しかし、彼女が斡旋所でパートナーを探そうかと口にしたとき、頭で考えるよりも先に「だめだ」と言ってしまった。

　自分の中の激しい嫉妬に気づいて、戸惑った。

　食事をする姿も、風呂で蕩ける姿も、愛おしくて仕方がない。

　そうして初めて、出会ったときから苦しめていた胸の痛みが恋だったのだとアーサーは知ったのだ。

　家族のような存在ではない。

　本当に家族になりたいのだと。

　それなのに『仮』でパートナーになってしまった。

　そして彼女は性的なことを極端に嫌う。おそらく耐性がないのだろう。

　つまりは、そういう感情を見せてしまったら最後。

　仮のパートナー関係は破綻する。

（絶対に、この恋をバレないようにしないと）

　アーサーは自らの胸に手を当てた。

　彼女のことを思うだけで、鼓動が速くなってしまう。

（落ち着け、俺の心臓。シャルと俺は、上官と下僚、上官と下僚……）

　欲望に負けることはないという自信がある。

　生まれながらのドムだが、誰かを支配したいという欲望は低いほうだと思っていた。

　アーサーの意識を現実に引き戻すように、扉がノックされた。

　返事をするとシャーロットが顔を出す。

　アーサーはなるべく顔の筋肉を引き締めた。

　彼女は手に書類の束を持ったまま、部屋に入室する。

「失礼いたします。ご相談したいことがあるのですが、よろしいですか？」

「シャーロットの話ならなんでも聞くよ」

　ふざけて言ってみたが、彼女は無表情のまま、アーサーに近づいてきた。

　デスクの前で彼女が動きを止め、持っていた書類を置く。

「最近、魔物を引き寄せる突然変異の果実やきのこが発見されています。とくにこちらのきのこは、火を入れると香りが立ち、効果が増幅されるようです」

　シャーロットはきのこの挿絵を指さした。

「へぇ。新しい罠に使えるかもね」

　何気なくそう言うと、彼女の中で気づきがあったようだ。

「その発想はありませんでした。早急研究を行うように呼びかけます」

「ああ、いや、ごめん。話の腰を折っちゃって。それで？　シャーロットの相談したい内容って？」

「秋の討伐遠征で、食材の現地調達を一時取りやめたいのです」

　少し話を聞いただけでシャーロットの言いたいことがピンときた。

「ああ、勝手にきのこを採取して、魔物を呼び寄せたら困るもんね。わかった。俺のほうから伝えておくよ」

「ありがとうございます」

　シャーロットは恭しく礼をした。

　そのまま退出しようと背を向ける。

「シャーロット」

　声をかけると彼女は動きを止め、振り返る。

「はい？　ほかにもなにか？」

「この後の予定は？」

　尋ねるとシャーロットの視線が宙へ移った。

　彼女がそのまま午後の仕事を報告するであろうことがわかったため、手で制した。

「待った。帰宅は定時？」

「はい、その予定です」

「それなら一緒に帰らない？」

「公私混同されては困ります」

　提案すると彼女の表情には『いや』と書かれていた。

　思わず笑いそうになってしまう。

「パートナーとして、渡したいものがあるからさ」

　そう言うと彼女はしぶしぶ頷いた。

　その日、定時になるとアーサーは約束通りシャーロットと城を出た。

　互いに制服のままであるため、人目を引く。

　それでも巡回に見えるだろう。

「そういえばさぁ」

　アーサーは普段通り、自分から話題を振ることにした。

　そうでもしなければ、彼女は基本的に話しかけてこないからだ。

「好きなことを仕事にするって、どんな感じなの？」

「なんですか？　突然」

　シャーロットは、また始まったと言いたそうに答える。

「単純に気になってさ」

　明るい口調で言うと、彼女はなにか重く受け止めたようだ。

「やりがいを感じています。子どものころからなりたかったので」

　木剣を振り回している小さなシャーロットを想像するとアーサーは笑いそうになった。

　本当に笑うと怒られてしまうので、ぐっと堪える。

「じゃあ、もしなれなかったら今頃どうしてたの？」

　彼女のきれいな横顔を見ながら再び尋ねる。

「なれるまで挑戦していたと思います」

　表情を変えず、彼女は言った。

　アーサーはその姿に見とれた。

　彼女が唇を再び動かす様子をじっと見つめる。

「だから、マクディナル団長には感謝しているんです。あの入団試験の日、通りかかってくれなかったら私はきっと落とされていたでしょうから」

　胸がどきんと鳴る。

　そのとき、シャーロットの向こうにあるガラス窓に、自分の緩んだ顔が映ってハッとした。

（だめだ、だめだ。恋心を隠さないと）

　頭を入団試験の話題に戻す。

「……俺がいなかったとしても、シャーロットは受かっていたと思うよ。他の団長たちも、君の実力は認めていたしね」

「それでも、実践試験では見学にされました。顔に傷でもついたら嫁に行けないからと」

　アーサーはそれが他の団長の優しさだと気づいていたが、当の本人にはそう受け止められないだろうとも理解していた。

　彼女が言葉を続ける。

「結婚できないことが怖くて、騎士を目指すわけがないのに」

　喉の奥から絞り出すような怒りの声に、アーサーは思わずふきだして笑う。

「くくく、その通りだね」

　入浴時に見た彼女の裸体は擦り傷だらけだった。

　騎士や兵士の傷を見慣れているアーサーはそれもシャーロットだと思った。

　痛々しいとは思わない。彼女が本気で騎士を務めた証しだからだ。

　むしろ、愛しいとさえ思える。

「もしも、お嫁に行く予定がないなら、俺のところにくる？　部屋も空いてるよ？」

　いつもの軽い口調で言うと睨まれた。

「……丁重にお断りいたします。みんなに示しがつきませんから」

「そう、残念」

　軽口を叩きながらも、アーサーの心臓はバクバクと跳ねていた。

（断られた……。シャルらしいって言えば、らしいけど……）

「マクディナル団長は、なりたくて騎士になったわけではないのですか？」

　シャーロットがちらりとこちらを見て問いかけてきた。

（めずらしい。俺のことを聞いてくるなんて）

　あまり私的な話題を振られることはない。

　だからこそ自分のことを話したことがなかった。

「そうだね～。俺が騎士になったのは成り行き、かな？」

「成り行き……」

　彼女の目が興味津々とでもいうように輝いた。本物の琥珀のようにきらめいている。

「そう。マクディナルって姓は国王からいただいてね。俺はもともと農家の息子なんだ」

「初耳です」

「聞かれなかったからね。――それで、姉が三人いるんだけど、姉が結婚してお婿さんをいただいたから俺は土地を継がなくてもよくなってしまって。兵士にでもなるか～って入団試験を受けたのが始まり。そしたら剣の才能がある！　って言われちゃってさ、あれよあれと騎士団長」

　シャーロットは途中から眉間に皺を寄せていた。

　それに気づいてアーサーは思わず苦笑する。

　彼女はいつものへし口をさらに口角を下げて不満そうに言った。

「うらやましいです……」

　なりたいもののため努力を惜しまず、それでも性別のせいで落とされそうになったシャーロット。

　なんとなく才能があって、勝手に団長に祭り上げられた男アーサー。

　シャーロットが不平を言う気持ちがアーサーにはわかった。

「ま、俺はシャーロットのほうがすごいと思うし、うらやましいけど」

「私が、ですか？」

「熱意が違うよ。俺はそういう人を高く評価する」

　真剣な口調で言った後、アーサーは伸びをして空気を変えることにした。

「俺もなにかやりたいことが見つかればいいんだけど」

「……なんだかもったいないですね。団長は団長で、できることがいっぱいあるのに」

「もしかしてそれ、褒めてくれてる？」

　軽口を叩くと、シャーロットにジロッと睨まれた。

「それより、私たち、どこに向かっているんですか？」

　彼女にそう言われ、行き先を告げずに歩いていることに気がついた。

　先ほどからシャーロットがこちらを見ていたのは、行く道を確認しているからのようだった。

　街の大通りを抜け、小道を行き、どんどん人気の少ない場所に差し掛かっていた。

　シャーロットが不安がるのも仕方がない。

　ちょうど目的地に到着したのでアーサーは歩みを止めた。

「ここだよ」

　シャーロットが看板を見るためにゆっくりと顔を上げた。

「革の加工工場……ですか？」

　討伐遠征で魔物の革を納品しているため、彼女も知っているようだった。

　アーサーは扉を押しながら中へ入っていく。

「そうそう。頼んでいたものがあるからさ」

　その後ろをシャーロットはついてきた。

　従業員のギールが、アーサーの顔を見ると会釈をして奥の客間へと通してくれた。

　ギールが退出し、扉を閉めるとシャーロットが小声で話しかけてくる。

「まさか、ここの業者が不正でもしているのですか？　任務ですか？」

　矢継ぎ早に言うので、アーサーは苦笑いをする。

「違うって。本当に頼んでいた商品を受け取りにきただけ。あの従業員の人、みたことあるでしょ？」

「……そういえば、城で見かけたことがあるような。たしか、ギールという名前でしたか？」

　そうそうと頷いたが、彼女はそれでも腑に落ちていないようだった。

「それではどうして私も呼ばれたのですか？」

　彼女が依然小声で話しかけてくる。

　ドアノブをひねる音がした。

　ギールが小箱を持ってやってきた。

　シャーロットはまだ疑っているのかギールの職人らしい手をまじまじと見つめていた。

「お待たせいたしました。マクディナルさま。とってもいい商品ができましたよ」

「ありがとう、ギール。楽しみにしていたんだ」

　アーサーはお礼を言って受け取った。

　ギールは、それではと会釈すると再び部屋を後にする。

「それは一体なんですか？」

　シャーロットが眉を寄せながら聞いてきた。

　視線は箱にくぎつけだ。

　アーサーはシャーロットに近づき、小箱を開いて見せた。

「これは君へのプレゼントだよ、シャーロット、いや、この場合はシャルと呼んだほうがいいかな」

　小箱に入っているのは希少なドラゴンの革で作られた首輪だった。

　鱗のような模様が美しく、光の角度できらめいて見える。

　シャーロットは目を見開いていた。

　彼女が「いやだ」と言う前に説明しなくてはいけない。

「たとえ仮のパートナーだったとしても、首輪はあったほうがいい。いわば首輪は、結婚でいう指輪みたいなものなんだ」

「指輪……」

　彼女が言葉を繰り返した。

「そう、指輪。だからといって、日々つける必要はないんだよ？　俺たちは仮のパートナーだからプレイするときだけでいい」

　畳みかけるように早口で言うと、シャーロットは小さく頷いた。

「……わかりました」

　ほんのり、頬が赤く染まって見える。

「俺の家で、つけ心地を試してみる？　苦しかったら、調整してもらわないといけないし」

　さも当然の口調で言うと、またしても小さく頷いてくれた。

　アーサーはシャーロットの手首を掴むと早急に客間を出た。

　従業員に礼を告げ、足早に自宅へと向かう。

　不思議なことに、シャーロットは文句の一つも言わなかった。

　理性のタガが外れてしまいそうなほどよろこんだアーサーは、それでも、彼女がいやがらないように人気のない道を選んで帰路へついた。

　そうして、家に到着すると、玄関で首輪を取り出す。

　二人とも息を切らしている。

　玄関のろうそくに火も点さないまま、アーサーはシャーロットを抱きしめた。

「首輪をつけるよ、シャル」

「はい……アーサー」

　消えてしまいそうなか細い声に、アーサーは欲情が抑えられなかった。

　それでも彼女に嫌われたくない一心で呼吸を整え、シャーロットのジャケットを脱がす。首輪を開こうとすると、緊張してしまい、金具がカチカチと鳴った。

　なんとか開き、彼女の首元に通す。

　そして苦しくないように、指一本分ほどの隙間をあけて、首輪を閉める。

「きつくない？」

　優しい声を心がけて聞くと、彼女は頷いた。

　金の色のような髪、白い肌に赤いドラゴンの革がよく映える。

（この瞬間だけは、シャルは俺の唯一のパートナーなんだ……）

　互いが特別な存在。

　どんな醜い姿を見せても許し、許される存在。

　欲望をさらけ出せるパートナー。

　アーサーは産毛がぶわっと立つのを感じた。

　そのとき、シャーロットも震えていた。泣いているのだ。

　高揚感がいっきに絶望へと変わる。

「ごめん！　いやだった？　怖かった？」

　アーサーは慌てて首輪に手をかける。

「すぐに外すから！」

　その手を、シャーロットが包んだ。

「違うんです……アーサー……」

　細く、彼女の燃えるような熱い指先がアーサーに再び火をつけた。

　彼女がうるんだ瞳で見つめてくる。

「私の欲望が、また暴走しているみたいなんです。体が熱くて……助けてください、アーサー……」

　タガが外れた。

「助ける、助けるから……」

　うわ言のように呟いて彼女を抱き上げる。

　そのまま寝室へと連れていく。

　ベッドへ下ろすと、彼女の鎖骨にアーサーは額を当てた。

　シャーロットの体臭を吸い込む。

「きっと、欲求不満になっているんだ。性的欲求は誰にでもある。俺は今から、君に触れる。もし少しでもいやだと感じたら、セーフワードを言ってほしい」

　そうして彼女の首筋に唇を這わせた。

「あっ……あぁん……」

　初めは押し当てるだけ、次は少し甘噛みし、舌で愛撫した。

　彼女は『愛している』と言わない。

「体のほてりはましになった？」

　首筋を舐めながら尋ねると、彼女は喘ぎながら言った。

「だ……だめ、です。さっきより、もっと熱くなって……助けて、あっ、あん……」

　甘美な誘惑だった。

　彼女の体を制服越しにさんざん愛撫する。

　シャツをはぎとり、さらしをほどき、次にズボンに手をかけた。

　下着ごとゆっくり下ろしたが、彼女はいやがらなかった。

　それどころか、シャーロットの太ももに蜜が滴っていた。

　愛おし気に蜜を指先で絡め、太ももを撫でる。

　アーサーは彼女の横に寝そべり、抱き寄せながら耳元で呟いた。

「まだつらい？」

　彼女はこくこくと頷く。

「一度達すれば、落ち着くかもしれない……。これは仮のパートナーの務めだから、触れるよ？　いいね？」

　尋ねると、彼女は蚊の鳴くような声で「お願いします」と言った。

　アーサーは彼女の花の芽に触れる。

　そこは濡れそぼり、見なくてもわかるほど硬くなっていた。

「あっ……あんっ……ひっ……」

　先ほどよりも、甘い声で彼女は喘いだ。

　見つめ合い、どちらからということもなく、キスをした。

（ああ……幸せだ……）

　ドム性が彼の心を幸せにしていた。

　一方でむなしくもあった。

　体だけの関係。

　そして、今のシャーロットはサブ性でパートナーに甘えているだけだ。

　これは本能で、愛情はない。

　食欲のようなものだった。

（それでも、シャルの特別でいられることは幸せだ……）

　舌を絡め、キスをする。

　アーサーにとって、とても甘く苦いキスだった。
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第五章　女騎士は愛されたい












　シャーロットは貴族の生まれであったが、両親が早くに亡くなり、祖父母に育てられた。

　幼少期から騎士を志し、祖父母にも必ずなると宣言していた。

　貴族らしい、令嬢らしい結婚は望まないでください、と。

　祖父母は困り顔だったが、意思を尊重してくれた。

　シャーロットの弟フラウが、バウンセン家の後継ぎとして育ってくれているという安心感もあったのだと思う。

　シャーロットは性に疎かった。

　令嬢たちが頬を染めながらも学ぶような性教育を受けてこなかったからだ。

　だからだろうか。

　アーサーにパートナーとしての首輪をつけてもらった瞬間、自らの体のほてりに驚いた。

　サブとしての本能か、変わっていく体の変化に戸惑い、文字通りアーサーにしがみついて助けを乞うた。

　アーサーは自分よりもサブについてなんでも知っている。

　ひどいことは絶対にしない。

　信頼している。

　彼の制服にしがみつき「助けて」と言った。

　ベッドに運ばれ、彼の唇と指先で愛撫されて、未知なる快感にのぼせる。

　酔っているかのようになにも考えられなくなった。

　彼の手によって衣服を脱がされても羞恥を感じない。

　いくら初心なシャーロットでもキスは知っている。

　彼と唇を重ねた瞬間、得も言われぬ幸福がシャーロットを支配した。

　初めてのキス。

　唇を重ねるのは大事な人とだけと、誰かに教えられたわけでもないが知っていた。

　うっとりアーサーを見て、この人が大事だと悟った。

　彼の碧眼に自分の姿が映る。

　彼だって、誰とでもキスはしないだろう。

　彼にとっても、自分が大事な人であってほしいと願う。

　その後、彼の指で花芽を愛撫されて初めて達した。

　体が一瞬しびれ、幸福がシャーロットを満たす。脱力して、こうして支配されるのもいいとシャーロットは思った。

　今まで、なにからなにまで自分の人生を選択してきた。

　それでも、こうして誰かに頼り、任せてみるのは心が穏やかになっていい。

　誰かと些細なことで笑い合って、肌を寄せあうのもいい。

　そのことに気づくと、自分の家に一人でいると寂しさを覚えるようになった。

　それからは彼に誘われればおとなしく家に行った。

　アーサーとより親密なパートナーになって、二人きりになると自然に体を寄せあう。基本的には彼から指を絡められ、抱き寄せられて、キスをされる。

　シャーロットは素直になれず乗り気ではないようにふるまって、それでも二度三度キスをされるとおとなしくなったし、首輪をつけられるのもうれしかった。

　それからベッドに運ばれて愛撫される。

　彼はシャーロットを満足させれば、風呂に入れてくれて、料理をふるまってくれた。

　幸せだった。

　彼が貸してくれたダイナミクスの資料を家で読むまでは。

　体の触れ合いには続きがあることを知った。

　シャーロットは不審感を持っていた。

　アーサーが抱いてくれないことに。






　仮のパートナーになって二ヶ月が過ぎ、季節は秋へと変わろうとしていた。あっという間に次の討伐遠征を迎えた。

　愛馬に跨がったシャーロットは列の先頭を進み、地図を確認しながら隊を先導する。

　秋には魔物の動きが活発になる。一年の中でも一番危険な時期だ。

　そのため、第二騎士団は多くの罠を仕掛け、慎重に確実に魔物を討伐していく。

　しかし、予想外の出来事が多いのも秋だった。

　シャーロットは一年で一番神経質になっていた。

　去年の今頃、若い兵が隊列をわずかに崩し、罠から逃れた猪の魔物に襲われた。

　その事故は、シャーロットのすぐ隣で起こったのだ。

　幸い兵士の命は助かったが、魔物の牙が肩に刺さる大怪我を負った。

　兵士が怪我で済んだのはシャーロットが果敢に戦ったからだ。

　しかし、その日の夜、アーサーから初めて真剣な注意を受けた。

　シャーロットは深く反省した。

　秋の討伐遠征に誰よりも神経をとがらせていた。

（そろそろキャンプ予定地ね）

　地図を見返し、予定地の周囲が安全であることを確認すると声を張り上げた。

「本日はここを拠点とします！」

　騎士たちが一斉に手綱を引いた。馬が鳴き、蹄を鳴らす。

　シャーロットは馬から下りると、部隊の確認を行い、的確に指示を出した。

　まずはあらかじめ説明していたように騎士団を三つの班に分ける。

　罠の設置、野営の準備、そして周辺の警備だ。

　シャーロットはその様子を逐一確認し、工程表と見比べた。

（予定通りに進んでいるわね）

　ほっと胸をなで下ろす。

　足は調理班の天幕へと向かっていた。

　一つ気がかりなことがある。

　ナタリーのことだ。

　今回の遠征から、参加することになったらしい。

　シャーロットも多忙なため、直接話を聞くことはできなかったが、心の片隅で気にかけてはいた。シャーロット自身もサブであることは告げられないが、勝手に仲間意識のようなものを持っていたからだ。

　かごを持つ調理班の若い兵士を見つけ、シャーロットは声をかけた。

「すみません。ナタリーはどこに？」

「お疲れさまです、副団長！　彼女なら鍋でスープを作っているところだと思います」

「わかりました。ありがとうございます」

　シャーロットはそのまま調理班の天幕へと向かうと、鍋が設置しているであろう場所へと進んでいった。すれ違うたびに兵たちが敬礼するのを、シャーロットは簡単なあいさつの言葉で済ませる。

　鍋の設置場所へと近づくと、見知った後ろ姿を見つけた。

「ナタリー」

　シャーロットが声をかけると、相手は振り返った。

　ナタリーはこちらを見るなり、花が咲いたような笑顔を向けてきた。

「バウンセン副団長！　お疲れさまです！」

　きのこの入ったかごを持ったまま、ナタリーは駆け寄ってきた。

　そんな彼女のことをシャーロットはかわいらしいと思う。

　思わず、こちらも表情が少し緩んだ。

「元気そうですね」

「おかげさまで、今回から討伐遠征に復帰できることになりました！　ありがとうございます」

　かごを抱えたまま、大きな動作で頭を下げるナタリーにシャーロットは驚いた。

「大げさですよ。私はなにもしていません」

　シャーロットは口角を緩く上げてみせる。

「いいえ！　私を騎士団に留めてくださいました！　内部で反発が多くあったのではありませんか？」

「なんの問題もありませんでしたよ」

　本当はナタリーの言う通りだ。

　騎士団内部では反発の声があった。

　なにも一番過酷な討伐遠征に参加しなくてもいいのでは？　と至極まっとうな意見が多かった。

　以前のシャーロットなら、アーサーを説得しただろう。いいではないですか、他の団長も城の調理班に移動させてくれると言っているのですから、と。

　しかし、今回は違った。

　アーサーの味方をし、反対意見に立ち向かったのはシャーロットだった。

　ダイナミクス、サブやドムについての資料を集め、わかりやすくプレゼンテーションを行い、一人ひとりに説明した。

　問題はけっして起こしません！　と啖呵を切ったのもシャーロットだ。

　ナタリーがほほ笑む。

「それでも……私は復帰できてうれしかったです」

　その言葉だけで十分だった。

　恥ずかしさを隠すように、シャーロットは鍋を見た。

「スープを作っているんですか？」

　ナタリーの背後にある鍋を見ながらシャーロットが尋ねた。

「はい。と言っても、もう調理は終わっていますので、時々鍋をかき混ぜるだけですが」

「それなら、少しここにいてもいいですか？」

　緊張させてしまったのではないかと感じたシャーロットは、すぐに言葉をつけたした。

「あ、いや、重要な話があるわけではないんです。以前、一緒にお酒を飲んだときのように、近況をお聞きしたいと思って」

　ナタリーの表情がみるみる明るくなる。

「もちろんですよ！」

　元気な返事の後、彼女はなにかをひらめいたかのように両手を合わせた。

「副団長、よければこちらに！　鍋の前の切り株にお座りください！」

「いや、そんな気を使わなくてもかまいませんよ」

「いいえ、いいえ！　どうぞ！」

　ナタリーに背を押され、切り株に半ば無理やり座らされた。

　彼女もその隣に腰を下ろす。

「さて、どのような話をいたしましょう？」

　ナタリーはかごを置き、杓子を手にとってスープをゆっくりとかき混ぜる。

　改まると気恥ずかしさがあった。

　シャーロットは揺れる火を見つめながら口を開く。

「その……パートナーとは、あれからどうですか？　結婚を前提に付き合っているんですよね？」

「順調ですよ。一年後に結婚するので、今はゆっくりお互いを知ることから始めています」

　ナタリーはスープに視線を落としながら言った。

　彼女の明るい口調に、うらやましいと思ってしまう。

　こちらは先も見えない仮のパートナー。

　愛情を感じることもあるものの、それは上官と下僚だから、彼は誰にでも優しい人だからと不安になる日々。

　シャーロットは余計に、ナタリーの恋愛に興味がわいた。

「どんな人、なんですか？」

「優しい人です。ドムだとは思えないほど、優しい人……」

　シャーロットはナタリーのいつもとは違う穏やかな声に耳を傾けた。

「ギールは魔物の革を加工する職人の見習いをやっているんです。あ、ギールっていうのは彼の名前なんですけど。――討伐遠征を終えた後、彼は頻繁に城に出入りしたので顔だけは知っていたんです」

　聞いたことのある名前に首を傾げる。

（ギール……魔物の革の加工……）

　ピンときた。

　シャーロットの首輪を作ってくれた工房の従業員だ。

　たしかに誠実そうな見た目をしていた。革の加工を行うためか手は荒れていて、職人の、働き者の手だった。

　会ったことがあるとは言えず、シャーロットはナタリーの話に黙って聞き入る。

「サブになって討伐遠征にいけなくなった翌日のことだったと思います。もう一度病院に行ったんです。そのときにギールと出会って……どうしてここにいるのかと問われました。彼も私を知っていたんです。それから、突然サブになってしまったことを話し、調理班を辞めないといけなくなるかもしれないことを話しました。私も心が弱っていたんでしょうね。出会ったばかりのギールの前で涙ながらに話してしまって……。私は調理班を辞めたくなかったんです」

　シャーロットはナタリーの話に夢中になった。

　気がつくと体ごと、彼女のほうへと向けていた。

「それを聞いて、彼はなんと言ったんですか？」

「『君の力になりたい。君さえよければ結婚しよう』と言われました」

　ナタリーの言葉に、シャーロットは目を見開いたが、そう打ち明ける彼女の声には愛情が感じられる。

「それは性急ですね」

　そう言いながらも、シャーロットの胸は高鳴っている。

　まるで自分のことのようにうれしかった。

「でしょう？　私も涙が引っ込んでしまって。聞くと彼はフリーのドムだったんです。職人になるため朝から晩まで働いていたので、恋人もできなかったし、必要としたことがなかったと言われました。だから、私、笑っちゃって……。結婚って、私たち、今日初めて会話をしたんですよって」

「でも、ナタリーはその人に決めたんですね」

　シャーロットは口角が自然と上がっていた。

「ギールってあまりにもお人好しだから、心配になっちゃったんです。だから、私がそばにいてあげたいって」

　ナタリーの話から、互いのことを思いあっているのがうかがえて、シャーロットは幸せをおすそ分けしてもらったような気持ちになった。

「すてきですね」

「はい。だから、ダイナミクスはとても安定しているんです。むしろ、調子がいいくらいですよ。こう、体の中から力が溢れるっていうか……頑張らなきゃなって思うんです」

　両手をぎゅっと握ってほほ笑むナタリーに、シャーロットは不思議な気持ちになる。

　いつだったか、サブは守るべき存在ではないと言っていた、アーサーの言葉を思い出したからだ。

「……どうしてそう思えるんですか？」

「私、この仕事に誇りを持っているんです。おいしい食事が、みなさんの明日も頑張ろうっていう力になる。……騎士団が活躍することは平和と繁栄に繋がります。魔物を狩れば、その革が巡り巡ってギールに渡るでしょう。だから、今まで以上に、私はこの仕事を頑張ろうって思えるんです」

「尊敬します。ナタリーのこと」

　シャーロットの本心だった。

　ナタリーとシャーロットは同じだ。

　騎士と料理人、職業は違えど仕事にやりがいと誇りを持っている。

（ダイナミクスのこと、知ってよかったわ。こうしてナタリーから生きがいを奪わずに済んだんだもの）

「バウンセン副団長？」

　声をかけられて、シャーロットはハッとした。

　無言でナタリーを見つめていたようだ。

「すみません、途中からのろけ話、みたいになってしまいましたね」

　おもしろくないですよね、と続けるナタリーにシャーロットは手を振った。

「いえ、そんなことはありませんよ」

　苦笑すると、次はナタリーがシャーロットの表情をじっと見た。

　小動物を連想させる丸い目が真剣なものへと変わる。

「どうしたんですか？　ナタリー」

「いえ、そういえばバウンセン副団長のそういった話を聞いたことがないな～と思いまして」

「そういう話ですか？」

　意図がわからず、シャーロットは言葉を繰り返した。

「恋の話です」

　杓子を持ち上げると、ナタリーは瞳を輝かせる。

「こ、恋!?」

　シャーロットが目を見開くと、ナタリーはぐっと距離を詰めてきた。

「バウンセン副団長って、いっつも見目麗しい騎士さまたちに囲まれているじゃないですか！　私設応援団の中でも不思議だって言われてるんです！　私にだけ、こっそり教えてください」

（私設応援団……）

　シャーロットは内心苦笑した。

　以前ナタリーに話を聞いたが、あまりその存在を信じてはいない。

　それに、恋の話を聞くことは楽しいと知ったが、話すとなるとまったく別だ。

「私は同僚をそんな目で見ていませんよ」

　しかし、ナタリーは納得していないようだった。

「ですが、どの騎士さまもとてもかっこよくて、人気ですよ。そんな人たちに日ごろから囲まれて、紅一点という状況で、そういう気持ちにならないんですか？」

「ならないですね」

　シャーロットは遠い目をして答えた。

　今までどれだけ陰口を叩かれたことか。

　毎年兵士のうちに一人はシャーロットを小馬鹿にする者がいる。

　そこからじっくり教育をして、従順にしたのち騎士にするのだ。

　恋も愛も生まれない。

「じゃあ、やっぱりマクディナル団長ですか！」

「ありえません！」

　シャーロットは思わず、声を荒らげた。

　我ながらすごい気迫だっただろう。

　兵士ならおびえているはずだ。

　しかし、ナタリーは「えーそうなんですかー？」と能天気に返してきた。

「でも、なんだかんだ言っても仲睦まじいですし、それにマクディナル団長も女性の噂がまったくないんですよね～。かっこいいし、人気もあるのに……。あ、もしかして、本当は彼女がいるんでしょうか？」

「知りませんよ、そんなこと」

　シャーロットが視線をそらすとわずかに目眩がした。

「くっ……」

　異変に気ついたナタリーが首を傾げる。

「バウンセン副団長……？　どうしたんですか？」

「いえ、なんでもありません。少し目眩がして……」

　ダイナミクスの乱れだった。

　ナタリーの幸せに当てられたからだろうか。心がざわついて、視界が揺れる。

「大丈夫ですか？」

　気にかけてくれるナタリーの奥にあるものに、シャーロットは視線を奪われた。

　かごに入ったきのこ。

（あれは……！）

　報告が上がっていた、魔物を引き寄せるきのこだった。

　今回、不必要な採取は禁じていたはずだ。

（なぜ、ここに？　いや、今はそんなことより……！）

「ナタリー、そのきのこはなんですか？」

　話をさえぎったシャーロットにナタリーは、戸惑いを隠せないようだった。

　しかし、鬼気迫る表情に問われたことに答える。

「兵士の方が採ってきてくれたんです。料理に使ってくれと……」

　目の前のスープは煮立ったスープが、湯気を立てている。

　このきのこは、火を入れると香りが立つ。

「このスープに入れましたか？」

「は、はい」

　遠くで魔物の遠吠えが聞こえた。

　シャーロットはナタリーの腕を掴むと無理やり立たせた。

　そうして、サーベルの柄に触れる。

「ナタリー、近くにいる騎士や兵士に伝えてください！　魔物の群が近づいてくると！　臨戦態勢になるようにと！」

（冬に備えて食料を探している魔物が多い。きのこの香りで寄ってくるわ。しかも先ほどの遠吠え……！　狼型の魔物の可能性が高い！）

　狼型。

　個の戦闘力は劣るものの、集団で行動し、頭もいいためやっかいだ。

「わ、わかりました！」

　ナタリーは顔を真っ青にし、背を向けた。

　そのとき、草むらから音がした。

　顔を出したのは大きな狼型の魔物だ。

　それも、後ろから二匹も顔を出した。

（気づくのが遅かった……。スープに引き寄せられてやってきたが、このままだと食料用の天蓋までかぎつけられる！　ここで、なんとかくい止めなければ）

　サーベルを鞘から抜いたそのときだった。

「きゃぁ！」

　背後でナタリーの叫び声が聞こえ、すぐに振り返る。

　小さな狼型の魔物が、ナタリーを襲いかかっていた。

「ナタリー！」

　シャーロットはすぐに駆けつけ、魔物を切りつけた。

　子どもだったのだろう。

　切りつけられた魔物は、情けない声を上げてすぐに後ろへ下がっていった。

　しかし、それが大きな狼たちの逆鱗に触れた。

「逃げてください！　ナタリー！」

　声を張り上げたそのとき、その中でもひときわ大きな魔物が、シャーロットに噛みつこうとした。

　なんとか剣で防いだが、別の魔物が飛びかかってくる。

　次々飛びかかってくる三匹の魔物に、シャーロットは為すすべもなく左肩を噛みつかれてしまった。

「くぅっ……！」

　それでも剣は離さない。

　魔物も同じようにシャーロットの肩に食らいついて離さなかった。

「くそっ！」

　サーベルを振り上げたそのときだった。

　矢が飛んできて、魔物の脇をかすめる。

　驚いた魔物たちが引いていくのがわかった。

　シャーロットはその場に両膝をつき、肩を押さえる。

「シャル！」

　せっぱ詰まった、知った声が鼓膜に響いた。

　痛みが一瞬和らいだ。

　アーサーだ。

　アーサーが近づいてくる。

　その後ろには弓兵と騎士。

　駆け寄ってきたアーサーに、シャーロットは鍋を指さした。

「あの鍋を、スープを処分してください。かごに入ったきのこもです。それに……警戒してください！　ほかにも、魔物が……」

「わかった。わかったから、しゃべるな」

　アーサーはシャーロットを横抱きした。

「やめてください。マクディナル団長、私は自分で歩けます。だから、あなたは……指揮を……」

「見くびるな。魔物の群くらい、ほかの騎士に任せてもどうにかなる」

「ですが、万一のことが……」

　しかし、シャーロットの言葉に耳もかさず、アーサーはシャーロットをそのまま救護用の天蓋へ運んだ。

　行き交う兵士たちが見えなくなったところで、シャーロットは息も絶え絶えに言った。

「マクディナル団長……！　私のことは放っておいて、みんなのところへ戻ってください！」

「そういうわけにはいかないよ」

「もし、誰かが傷ついたらどうするんですか！」

　拳でアーサーの胸の鎧を叩くと、がしゃんと音がした。

　アーサーは歩みをやめない。

「今は君が大事だ！」

「これくらいどうってことありません！」

「俺がどうにかなってしまいそうなんだ！」

　シャーロットは言葉を失った。

　アーサーの目がうるんでいた。

　彼の唇が震えている。

「君にもしものことがなくて、本当によかった」

　それは下僚だからですか？　と問いたくなった。

　兵士や騎士が行き交う中、横抱きされたシャーロットは彼の胸に寄りかかった。

　怪我を負った今なら、こうしていても不思議ではないから。

















第六章　二人の選ぶ道












　冬。

　魔物に受けたシャーロットの左肩の傷は、すっかりよくなっていた。

　傷跡は残るが、そんなものは今に始まったものではない。

　ただ時々、冷える日にはずきずきと傷が痛んだ。

　それでもシャーロットは休むことはできない。

　一大イベントである国王の誕生日を祝した舞踏会があるからだ。

　この日ばかりは、第二騎士団も警備へと回る。

　そんな中、副団長であるシャーロットだけ、傷が痛むからと休むわけにはいかなかった。

　そして、舞踏会当日の朝。

　まだ日が昇るより少し前。

　シャーロットがあくびを噛み殺して廊下を歩いていると、前からナタリーが歩いてきた。

「バウンセン副団長！　ちょうどいいところに！」

　そういって駆け寄ってきた彼女は、シャーロットの腕に自らの腕を絡めてきた。

「ちょっと来てください」

「ナ、ナタリー？　一体どうしたんですか？」

　そのまま使用人の控え室へと引っ張られた。

　シャーロットはきょろきょろとあたりを見渡した。

　部屋にはほかに人はいない。

（なにかあったのかしら……）

　例えば、ほかの人には話せない内容かもしれない。

「副団長はここでお待ちください」

　ナタリーはそう言うと部屋の奥へと入っていってしまった。

「え、ちょっと……」

　シャーロットは控え室入ってすぐのところで、居心地悪く立って待つこととなった。

　すぐにナタリーが大きな袋を持って戻ってくる。

「お待たせしました！」

　ナタリーが袋から、真っ白のドレスを取り出した。

「どうしたんですか？　そのドレス」

　意図がわからず、シャーロットが首を傾げるとナタリーはニコニコと笑っていた。

「せっかくの舞踏会ですから、おめかししないと！」

「……おめかし？　ああ、ナタリーのですか？」

　寝不足からか、反応が遅れた。

　ナタリーがドレスを抱えたまま、距離を詰めてくる。

「いいえ、バウンセン副団長です！　せっかくの舞踏会なんですもの。ドレスを着ましょう！」

　そこでぱっちりと目が覚めた。

「いや、さすがにそれはできませんよ。私は騎士です。今日は警備の職務がありますから」

「そうですけど、去年は第一騎士団のリー団長も令嬢と踊っていましたよ！」

　ナタリーは是が非でもドレスを着せたいらしく、食い下がらなかった。

　女好きの第一騎士団団長を例に出されても反応に困ってしまう。

「まあ、ダンスくらいはいいかもしれませんが。私がドレス姿で登庁するのとは話が別です。仕事ですから、制服を着ないといけません」

　しかし、ナタリーは納得していないようだった。

　リスのように頬を膨らませた。

「せっかくの舞踏会なのに、もったいないですよ。みんなお祝いムードなのに」

「私もおめでたい気持ちでいっぱいですよ。ですが、私は騎士なんです。騎士らしく、お祝いさせてください。……用意してくれたのに悪かったですね」

　自分の気持ちと感謝を伝えると、ナタリーは少し冷静になったようだ。

「……いえ、こちらこそ。バウンセン副団長がどれほど騎士を愛しているか忘れていました」

　しかし、ナタリーはなにかを思いついたように手を打った。

「あの、それなら！」

　明るい彼女の声に、いやな予感がした。






　シャーロットはナタリーと別れた後、団長室へと向かう。

　いつもよりそわそわし、髪をいじろうとしては手を止める。

（だめだわ、せっかくナタリーがセットしてくれたのに……）

　ナタリーがシャーロットの短い髪を編み込んで、リボンまで結んでくれた。

　初めは浮かれているみたいでいやだと断ったが、ほかの騎士も今日だけはめかし込んでいると言われてしまい、ドレスも断った手前、それくらいならと受け入れたのだった。

　鏡を見る間もなかったため、どのようになっているのかはわからない。

　通り過ぎる兵士たちが、あいさつをしながらシャーロットをじっと見る。

　なんですかと問うと、なんでもありませんと返された。

（もしかしたら、とてつもなく浮かれているように見えるのかもしれないわ）

　髪をかきあげたい衝動に駆られるが、後でナタリーに会ったときのことを思うとできない。

（彼はなんて言うだろう……）

　ふとそんな考えがよぎったが、またからかわれるのだろうと思うと考えるのをやめる。

　団長室の扉をノックした。

　すぐに中から返事があり、シャーロットは自分であることを告げ、ドアノブをひねる。

「配置図の変更があったため、お持ちしました」

　そう言っていつものようにアーサーに近づいた。

　彼は別の書類に目を通しながら、頷いた。

「わかった。すまないけれど、こちらに持ってきてくれるかな？」

　彼もまた多忙だ。

　机には書類の山ができていた。

「承知しました」

　シャーロットは机にそっと書類を置く。

　そのとき、彼のマグカップのコーヒーが少なくなっていることに気がついた。

「コーヒーのお代わりをお持ちしましょうか？」

　尋ねると彼が顔を上げ、視線が合う。

「シャル……」

　名前を呼ばれて、シャーロットは眉を寄せた。

（どうして急に愛称で？　それよりも、驚いたような表情をされている……。やっぱり、髪型が似合ってないのね）

　そう思うとそっと髪に手を当てて、編み込んだ部分を隠した。

　アーサーが立ち上がる。

「どうして隠したの？」

「どうして立ち上がるんです？」

　疑問に対して、別の問いを投げかけるとアーサーはくつくつと笑った。

　そのままシャーロットのほうへと近づいてくる。

「俺の問いに答えてよ」

　彼の声色から、からかっているのだとわかった。

「ナタリーが編んでくれたんです。似合っていないのはわかってます」

「似合ってるよ」

　彼が、髪を押さえている手に触れてきた。

「ほら、ちゃんと見せて」

「いやです」

「どうして？」

　二人きりのときの軽口がくすぐったい。

　些細なことでも、彼から愛情を感じてしまう。

（いやだわ。また胸がどきどきしている……）

　シャーロットは目を合わせられなかった。

「あなたの声を聞けばわかります。また私をからかおうとしているんですね？」

「本心だよ、シャル。似合ってる」

　手に触れていた彼の大きな手が、そのまま下に下り、シャーロットの毛先を指で絡めて遊んだ。

　シャーロットも観念し、隠すのをやめる。

「うん、やっぱり似合ってる。入団試験のときのシャルを思い出すよ」

「……長い髪が好みですか？」

　尋ねると彼は笑った。

「そういうのじゃなくてね。でも、どんな姿でも、どんな髪型でも一番近くで見ていたいな」

「そう、ですか……」

　シャーロットは、秋の討伐遠征からゆっくり心に折り合いをつけていた。

　仮のパートナーのままでもいい。

　こんなふうに一緒にいられれば、多くは望まない。

　シャーロットにとって、一番大事なことは騎士でいることだ。

　騎士でい続けるために、アーサーに仮のパートナーになってもらった。

　もし、愛を伝えたり、彼により多くを望んだりすれば困らせてしまうだろう。

　結婚はできない。

　少なくとも上官であるアーサーとは。

　それを望めば、騎士を辞めることになるのはシャーロットだ。

　辞めたくないと言えば、やはり彼を困らせる。

　それならば、アーサーからなにも望まれない以上、シャーロットもなにも望まない。

　二人とも大人だからだ。

「そんなことよりも、書類の確認をお願いします」

　甘い空気を断ち切るように、シャーロットはぴしゃりと言った。

「手厳しいなシャーロットは」

　こうした上官と下僚のやりとりも、楽しいと思える。

　書類に目を通す彼の横顔をシャーロットは温かな気持ちで眺めた。

（これでいいのよ。この距離感で）

　二人の時間を、シャーロットは大事に思いながら過ごした。

　数時間後、舞踏会が始まった。

　シャーロットはテラスへ続く扉のすぐ横を警備する。

　あたりを見回し、不審な人物がいないか目を光らせていた。

　今日のために、国中から貴族が集まっている。

　なにか問題が起こってもおかしくはない。

　常に警戒態勢のシャーロットの視界の隅では、令嬢と踊る第一騎士団の団長、ハビット・リーが注目を集めていた。

（ナタリーの言った通り、みんな浮かれているわね）

　口元が緩んだが、すぐにきゅっと結びなおした。

（いけないわ。気を引き締めないと……）

　そう思ったときだった。

　突然少し離れたところから「すみません」と声がした。

　シャーロットはすぐに声のするほうへ体を向けると、貴族の男性が心配そうにこちらを見つめていた。

「どうしましたか？」

　シャーロットは真剣な表情で紳士に話しかけると、相手は身じろぎする。

「いえ、その……」

　口ごもる紳士に、シャーロットはなにかがあったのかもしれないと心配になった。

「落ち着いてください。私は騎士です。会場になにか不審な点がありましたか？」

　すると男性は一瞬こちらをぼんやりと見て頬を赤くした。

「あの、僕と踊ってください！」

　シャーロットは男性が目の前にいるにもかかわらず、振り返った。背後に別の女性がいるのではないかと思ったからだ。

　しかし、後ろにあるのはテラスへと続く扉だけ。

　もう一度紳士へと向き直る。

「もしかして、私に言ったのですか？」

「そうです！　ずっとお慕いしておりました！」

　紳士はその場で跪くと、胸ポケットに差していた一本の白いバラをシャーロットに渡そうとした。

　まだダンスの音楽が鳴り続けているというのに、人々はホールに背を向けていた。

　女騎士にダンスを申し込む紳士に釘づけになっていたのだ。

　シャーロットは、バラの花を片手で制した。

　こういう注目にも慣れている。兵士の中にも遊びでこういうことをする輩がいるからだ。

「申し訳ありませんが、私は警備の職務にあたっております。受け取れません」

「警備の休憩時間はいつですか？　お待ちします！」

　シャーロットは小さく溜め息をついた。

「私は踊りませんし、花も受け取れません」

　きっぱりと断った。

　すると誰かが、シャーロットの肩を叩いた。

「いいじゃないですか～。リー団長も踊っていることですし」

　第三騎士団長のアービン・チャーチルだった。

　彼の隣には美しい女性が立っていて、シャーロットに恭しくお辞儀をしてくれた。

　シャーロットも騎士の会釈を返す。

（この女性が噂のチャーチル団長の奥さまね）

　ハビットとは違い、アービンは愛妻家で有名だ。

　家庭を持っているからこそ、シャーロットにも良縁に恵まれてほしいと思うのだろう。

　すると横から二人の下僚がやってきて口を挟みだした。

「そうですよ。ここの警護は俺が代わりにします。たった数分のことじゃないですか！」

「こいつが信用できないなら私もいます！」

　自分が自分がと部下たちもシャーロットを気遣って申し出た。

　それを横目にアービンが口角を上げる。

「バウンセン副団長は人望があるんですね。いいことじゃないですか。部下の親切を無駄にしてはいけません」

　他部署ではあるものの上官にそこまで言われては断るわけにはいかない。

「わかりました。では、次の一曲だけ」

　そうして、いまだ跪いている紳士に向き直った。

「本当に私が相手でよろしいのですか？」

「もちろんです！」

「……そういうことなら、お受けいたします」

　紳士は手を伸ばし、シャーロットは彼の指先に触れた。

　紳士がゆっくりと立ち上がり、二人は見つめ合う。

「副団長、頑張ってくださいね！」

　シャーロットは下僚に背中を押され、前のめりになった。

　思わず、紳士の胸に飛び込んでしまう。

「大丈夫ですか？」

　紳士の優しい言葉に、シャーロットは頷いた。

　そして彼から少し距離をとった。

「ええ。すみません。――お名前をおうかがいしても？」

「ユール・エイデンと申します。あなたはシャーロット・バウンセン伯爵令嬢ですね」

　令嬢と呼ばれてシャーロットはまばたきをした。

「ご存じなんですか？」

「もちろんですよ。――あ、ああ、それよりも副団長殿とお呼びしたほうが？」

　シャーロットはクスッと笑う。

　こんなふうに上品に会話をするのも久しぶりだった。

　令嬢らしくほほ笑む。

　それはもう癖のようなものだった。

　騎士になってからよりも、伯爵令嬢としてすごした期間のほうが長い。

　相手が貴族なら、元の立ち居振る舞いが出てしまうのは当然のことだった。

「そうですね。私は騎士ですから。そうお呼びいただけるほうがうれしいです」

「わかりました。バウンセン副団長」

　二人は手を取り合い、ホールへと向かっていった。

　おとぎ話のような光景に、二人の様子を見ていた人々がそそくさと道を空けた。

　ホールまでの道ができる。

　そこを通ると、まだうら若き乙女たちがシャーロットを羨望のまなざしで見つめ、時折どこからともなく感嘆の溜め息が聞こえてきた。

（大げさなことになってしまったわ）

　それでも空気を壊す趣味はない。

　たった一曲、踊ればいい。

　直属の上官ではないとはいえ第三騎士団長に後押しされ、下僚にも気遣われて、断れない状況だった。

　シャーロットはユールという名の紳士とホールの隅へ移動すると向かい合った。

　小声で話しかける。

「こんなに注目させてしまってすみません」

　ユールは親しみやすい笑みを向けてくれる。

「いえ、俺が悪いんです。あんなに目立つことをしてしまったから。だからダンスでは、バウンセン副団長をリードできるように努力いたします」

　嫌味のかけらもない純粋なユールに、シャーロットは肩の力が抜けた。

　初対面でこれほど好意的な男性はめずらしく、悪い気はしない。

　曲が始まりそうになると、ユールがシャーロットの腰に優しく触れて引き寄せてきた。

　シャーロットも彼に触れ、手を繋ぐ。

　家を出てから久しぶりのダンスだった。

　緊張したのは一瞬で、曲が始まると驚くほどすんなり踊ることができて、内心ほっと胸を撫で下ろした。

（よかったわ。案外覚えているものね）

　シャーロットも貴族の令嬢として、ダンスを一通り教えられてきた。

　しかも、ユールのリードも完ぺきだ。

　視線がぶつかり、ユールははにかむ。

　よく見ると顔も整っており、アーサーとは違った意味で愛嬌のある男性だった。

（この人を好きになれたら、気持ちや関係を隠さなくてもすむのかしら）

　ぼんやりとそんなことを考えてしまう。

　ユールは、シャーロットのことを慕っていると言ってくれた。

　そういう人と恋に落ちれば、なにも難しく考える必要はないのかもしれない。

　騎士であるシャーロットを認めてくれる人。

　それでいて、続けてもいいと言ってくれる人。

　結婚しても誰に指さされることもなく、祝福される。

　シャーロットがもう一度彼を見ると、優しくほほ笑みかけてくれた。

（こういう人なら……）

　頭ではそう考えていても、気づいていた。

　こんなにも異性が近くにいるのに、シャーロットの胸はときめかない。

　先ほど躓いて、抱きとめられたときもそうだ。

　しかし、アーサーは違う。

　いつも気がつくと彼を目で追ってしまう。気になってしまうのだ。

　そして、たとえ触れ合わなくても、目が合うだけでうれしくて、少し恥ずかしい気持ちになる。

　もし二人きりになって抱きしめ合って、キスができたら、よろこびで内側から彼への愛が溢れ出しそうになる。

　そんな気持ちになれる相手はアーサー・マクディナル、ただ一人だけ。

（私は、アーサーを愛しているんだわ……）

　ほかの異性と触れて、それを実感した。

　曇り空がようやく晴れたような、すがすがしい気持ちになれた。

　アーサーを愛している。

　だからこそ、この気持ちは伝えてはいけない。

　もし彼に気になる人ができて、パートナーを解消されたときにそれを手放しでよろこべるように。

　ダンスが終わるとシャーロットはユールに恭しく礼をして、持ち場へ戻ることにした。

　今は下僚がシャーロットの持ち場で警備しているはずだ。

　そのとき、後ろから手を掴まれた。

　ユールかと思い、慌てて振り返った。

　アーサーだ。

「え……？」

　驚いて、気の抜けたような声が出た。

　アーサーの表情はかつてないほど強張っているように見えた。

（怒っている？）

　シャーロットははたと気がついた。

（持ち場を離れてダンスを踊ったから……）

「申し訳ありません！」

　その場で頭を下げる。

　アーサーの表情はわからない。

「罪の意識があるならいい。話がしたい」

　低い声で、彼は言った。

　周囲も異様な雰囲気に息を呑んでいるようだ。

　アーサーは、引き続き警備をするように兵士に言うと歩き出した。シャーロットは手首を掴まれたまま、ホールの外へと連れ出されてしまった。

（こんなに怒っているアーサーは……いや、マクディナル団長は見たことがないわ）

　渡り廊下を歩き、中庭へとたどり着く。

　そこは静まり返っていて、かがり火が揺らめいているだけだ。

　簡易な天幕が設置され、そこに酒樽や果物の在庫が置かれていた。

　今回の舞踏会のために用意された在庫が行き場を失って、仮置き場にされているのだ。

　シャーロットはアーサーの広い背を心配な気持ちで見つめた。

（一言も話してくれない。よほど怒っているんだわ）

　ホールでの表情が忘れられない。

　ふと、アーサーが足を止めた。

　シャーロットもそれにつられて立ち止まる。

　そうして、アーサーがこちらに向き直った。

　かがり火に照らされる彼の顔は、表情が引き締まって見える。

　眉間には深く皺が刻まれ、口は一文字に結ばれていた。

（ああ、相当お怒りだわ）

「申し訳ありま――」

　突然、アーサーに抱きしめられた。

　驚いて言葉を失う。

　強く抱かれ、呼吸することでさえ少し難しい。

　そして混乱した。

　ユールとダンスをした後だったため、アーサーに触れられて、感覚を上書きされるようでうれしかった。

　しかし、こんなところを誰かに見られてはいけない。

　抵抗しなければいけない場面だと頭ではわかっていたが、離れがたかった。

「アーサー？」

　小声で、シャーロットは名前を呼んだ。

　抱きしめる腕の力が、ほんのわずかに緩んだ気がして安堵した。

　すると、彼の顔が近づき、あっという間に唇を奪われる。

「んっ……ふ……」

　さすがのシャーロットも彼の胸を拳で殴る。

　しかし、アーサーはびくともせず、シャーロットを強く抱き続ける。

　容赦のない抱擁は、シャーロットをつま先立ちにさせた。

　背は弓なりに反り、十分な呼吸ができず喘ぎ、もがく。

　酸欠のせいか、それともサブだからか、一瞬うっとりとした。

　彼に支配されることによろこびを覚えた。

　しかし、我に返り、彼の脛を思いっきりけり上げた。

　腕の力が緩まり、シャーロットは地面に足が着く。

「どういうおつもりですか！」

　シャーロットは怒りを爆発させた。

「こんなところでなにを考えているんですか？　私は、職務を放棄したためにお叱りを受けたと思っていたのに！」

　アーサーは一歩後ずさると、悲しそうな表情をしていた。

　肩を落とし、うなだれている。

「すまない。君が知らない男と踊っているのを見て、自分をコントロールできなくなってしまった。君が、俺のもとを去ってしまうのかと思ったら、耐えられなくて」

　シャーロットは彼がなにを言っているのか、理解が追いつかなかった。

（どういうこと？　私が、アーサーのもとを去る？　彼を求めているのは私なのに。私がサブだから、アーサーはキスして抱きしめてくれるのに……。これじゃあまるで……）

　呆然として、彼を見つめた。

　彼はシャーロットの手を握り、その場で跪いた。

「シャル……俺と結婚してほしい」

　夢でも見ているようだった。

　彼が懇願している。

　自分よりも強くて、たくましくて、誰からも愛されているアーサーが。

　シャーロットだけを見つめている。

「もう本心を隠したくはない。俺は君を心から愛しているんだ」

　うれしさで、鳥肌が立つ。

　たった一度、頷けばいい。

　彼に優しくほほえみかけてもいい。

　しかし、はたと気がついた。

　それは互いにとって幸せか。

　騎士団はどうなる。

　この恋愛を公にすれば、悪い噂が立つかもしれない。

　シャーロットが批判されるのは慣れている。

　しかし、アーサーは？

　下僚に手を出したと言われないだろうか？

（付き合ってすらいないのに……）

　今はまだ言い訳ができる。

　シャーロットがサブであることを公表してもいい。

　アーサーがドムで都合がよかったと言える。

　シャーロットが騎士を辞めるという選択肢もある。

　家庭に入るということだ。

（騎士を、辞める……）

　騎士になることは、幼いころからの夢だった。

　魔物によって亡くなる人を、それによって悲しむ人を減らせるのは自分しかいないという驕りにも似た気持ちすらあった。

　騎士になれるなら、良家の夫人としての優雅な生活もいらないと思った。

　ようやく騎士になれたのだ。

　しかも、副団長に。

　そのすべてを捨てることになる。

　愛も夢も求めることは贅沢だろうか。

　呼吸が浅くなる。

　シャーロットは震える声で言った。

「そんなこと言われても……困ります」

「どうして？　シャルは、俺のことが好きじゃない？」

　すがるような視線に、シャーロットは泣いてしまいそうになった。

　彼の想いが伝わってくる。

「……好きです」

　小さな声で告げた。

「ですが、私たちは結ばれるべきではありません。このままの関係ではいけませんか？　どうしても、結婚という枠におさまらないといけませんか？　私たちはサブとドムで、パートナーです。それじゃあいけませんか？」

　アーサーは面食らったように黙った。

　そして、なにかを決心したように頷いた。

「だめだ。俺は君と結婚したい」

　思わず、シャーロットはカッとなった。

「私はいやです。結婚して、私に家庭に入れと言うんですか？　きっと結婚すれば幸せです。でも私は、想像してしまうんです。あなたの帰りを待ちながら、ああ、騎士をやめなければよかったと悔やむ自分が。いつか私は、あなたを恨むようになりそうです。そんなのいやなんです」

　一息で告げた想いに対して、アーサーの口角が上がった。

「すてきじゃないか」

「え？」

　耳を疑った気がした。

（すてき、ですって？）

「どういうことですか？」

「そこまで結婚生活を鮮明に想像できるなんて、すてきなことじゃないかって意味だよ」

　アーサーは立ち上がった。

　懇願していた姿が嘘のように、いつもの彼になっていた。

（もしかして、私、からかわれたの？　どこから？　どこから嘘だっていうの？）

　シャーロットは、怒りがおさまらない。

　繋がれた手を振り払い、踵を返した。

「もう知りません！」

　彼がすぐに追ってくる。

「待って、シャル！」

「あなたの話なんて聞きたくありません！」

　シャーロットは振り返って睨んだ。

　一瞬、アーサーがひるんだように見えた。

「また、私をからかっているんでしょう！」

「ちがう！」

　彼は真剣な表情で否定した。

　横並びに大股で歩きながら、次第に互いに声が大きくなっていった。

「俺がイメージする結婚は違うって言いたいんだ！　君は家庭に入らなくていい！」

「馬鹿なことを言わないでください！　騎士団内で結婚なんてごめんです！　あなただって、下僚に手を出した上官だと指さされるかもしれないんですよ？　降格だって――」

「わかってる！」

　言い合いながら、シャーロットの怒りはヒートアップしていった。

（一体、なにをわかっているっていうの？）

　足は次第に、ホールへと向かっていた。

　他の騎士団の団長がいるものの、警備を下僚に任せてしまっている。

　シャーロットはこの怒りを鎮めるために、職務のことを考えた。

　曲がり角に差し掛かる。

「俺が家のことをする！」

「は……？」

　シャーロットは足を止めた。

　アーサーも立ち止まり、互いに見つめ合う。

「だからシャルは、騎士のままでいい」

「もしかして、主夫になるっていうんじゃありませんよね？　私と結婚するために、騎士団長の座を下りるっていうんですか？」

　もし、彼が頷けばそれだけで怒りが再熱しそうだった。

　アーサーは首を左右に振った。

「ちがう。君と結婚したいのは事実だが、そのために騎士を辞めるわけじゃない。俺は成り行きで騎士になった。運と才能があって騎士団長になれた。だけど、ずっとこのままでいいのかと思っていたんだ。なんのやりがいもないまま、勤め続けるのかって」

　シャーロットは黙って聞き入った。

「君と出会って、考えが変わった。騎士になることにひたむきで、努力家で……。入団できるまで頑張るつもりだったという話を聞いて、自分が情けなくなった。それで気づいたんだ。やりたいことがあるって」

　アーサーと出会ったことで、シャーロットの人生が変わったように、彼の人生も変わってしまったようだった。

「その、やりたいことってなんですか？」

　やりたいことを見つけたのであれば、応援したい。

　騎士を目指したとき、祖父母が背中を押してくれたように。

「今は言えない。君が結婚してくれるなら打ち明けるよ」

　一筋縄ではいかないアーサーの返答に、歯がゆくなる。

「……じゃあ、騎士団はどうするんですか？」

「そのことについてもちゃんと考えてある。シャル――バウンセン副団長を後任に指名する」

　ジャリっという音がした。

　見ると、団長二名と、他の騎士や兵士たちが目を見開いていた。

　シャーロットと、アーサーは固まった。

「どこから、見ていたのですか？」

　シャーロットがかすれた声で問うと、第一騎士団のハビットが咳ばらいをした。

「初めからだ。まあ、その……俺たちも、二人が心配で」

　視線を泳がせるハビットの隣で、アービンが一歩前に出た。

「盗み聞きをしたことには謝罪します」

「あんな大きな声で言い合ってたら、聞こうと思わなくても聞こえるがな」

　ハビットが口を挟み、シャーロットは顔が熱くなるのを感じた。

　アービンが言葉を続ける。

「ところで、本当ですか？　マクディナル団長が、騎士を辞めるというのは！」

　するとアーサーは、シャーロットの肩を抱いた。

「はい。辞めます。そして、彼女が許すなら、俺は結婚したいと思っています」






　結婚に反発するものは誰もいなかった。

　アーサーが騎士を辞めるということのほうが、結婚よりもずっと重大だったからだ。

　他の騎士や兵士はどうしていいのかわからず呆然としていたが、ハビットとアービンは血相を変えていた。

　シャーロットはというと、二人には悪いが幸せだった。

　アーサーの描く未来のほうが、ずっと胸がわくわくしたからだ。

　その後もしばらく二人の団長の説得は続いた。

　しかし、アーサーの意志も固い。

　結局アーサーは春に退役することになった。

　そのかわり、非常時だけは協力することを約束させられた。

　そして、シャーロットは晴れて団長になれた。

　そのときにハビットがこっそり耳打ちしてくれた。

「アーサーの後押しなんてなくても、お前は団長になれた。お前以上に第二騎士団を引っ張っていけるものはいないからな」

　その言葉は、シャーロットにこの上ないよろこびを与えてくれた。






　ある晴れた初夏。

　騎士と兵士が訓練場へと集められた。

　今日は新米兵士にとって配属先を決める日でもある。

　城の警備をする第一騎士団か、城の外の安全を守る第二騎士団か、王族を守る第三騎士団か。新米兵士たちの表情は緊張で強張っていた。

　朝礼が始まる。

　演壇に背筋をピンと伸ばした女性が立つ。

　シャーロットだ。

「この春から第二騎士団の団長を任されることになったシャーロット・バウンセンです」

　視線が集まり、新米兵士からはどこからともなく「女が団長？」と困惑の声が聞こえてきた。

「私はご覧の通り女です」

　シャーロットは表情一つ変えなかった。

　そして、ジャケットを脱いで見せた。

　シャツ姿になると、首にきらめく赤い首輪が一層際立った。

「そして、サブでもあります」

　そこに集まったほとんどの騎士と兵士が息を呑んだ。

　それでもシャーロットは話し続ける。

「今、ここに集まっている人たちの中には、不安を感じた人もいるでしょう。女に、サブに団長が務まるのかと。しかし、私には愛する人がいます。絶対に守らなければいけない部下たちもいます。大事なものを守りたいという気持ちに、性別やダイナミクスは関係がない。前任の団長に、私が教えてもらったことです」

　シャーロットは会釈をすると演壇を降りていった。

　まばらではあるものの、わずかに拍手が聞こえた。

　そして終業後。

　シャーロットは城を出ると、町外れのレストランの扉をノックした。

　扉にはまだ『準備中』の札がかかってあり、軒下にはたくさんの花が飾られている。

　待っていると扉が開いた。

「すみません～。まだ準備中で」

　緩い声ともに顔を出したのは、エプロン姿のアーサーだ。

　シャーロットは口の端をつり上げて笑う。

「お気遣いなく。シェフに注いでもらわなくてもワインくらい自分で用意いたします」

「なんて魅力的なお客さまなんだろう。準備中だけど特別に入れて上げようかな」

　シャーロットは彼の軽口に口角が緩んだ。

　そのまま中へと入っていく。

　木造のきれいなレストラン。

　四人用のテーブル席が三つとカウンターがあるだけの小さな店だが、一人で切り盛りするにはちょうどいいのだろう。

　アーサーはエプロンの紐をほどいてテーブルに置くと、シャーロットを抱き寄せて、キスを落とした。

「お疲れさま、シャル。どうだった？」

「演壇であいさつすると、みんな唖然としていましたよ」

「ああ、あの、昨日の夜一人で練習してたやつね」

「見ていたんですか！」

　昨晩もアーサーの家に泊まった。

　彼が眠ったのを見計らって、今日のあいさつをリビングで練習していたのだ。

　アーサーはシャーロットをなだめるように額にキスをした。

「そんなに怖い顔しないで。たまたまトイレに行こうとしたら見ちゃっただけだよ。――それで、反応はどうだった？」

「……悪くは、なかったです」

　思い出すだけでシャーロットは少し照れてしまった。

「女だから、サブだからとなにか言われることはありませんでした。それに、演壇から降りるとき、少しですが拍手されました……」

「そうか、それはよかったね。バウンセン団長」

　二人は見つめ合ってほほ笑むと、どちらかというわけではなく再びキスをした。

　アーサーが何かに気がついてキスをやめる。

「あれ？　首輪、つけていったの？」

「……はい。私ももう、隠したくないので」

「大丈夫なの？」

　アーサーが心配そうな声色で言った。

　パートナーがいることを示すため、首輪をつけ続けるサブもいる。

　しかし、それはサブであると可視化されることでもあった。

「いいんです。すべて含めて私ですから。それに――」

　シャーロットは一呼吸置いた。

　ずっと自分の頭の中で整理していた言葉を口にする。

「変えていきたいんです。誰もが胸を張って生きられるように。そのためには、まず私が変わらないといけないと思いました。騎士団長になった私が行動して、示していくんです。みんなの意識を変えられるように」

　アーサーはそれを聞くと、シャーロットをぬいぐるみのようにギュッと抱きしめた。

「アーサー！　どうしたんですか？」

「かっこいいよ、シャル」

　そして、何かを思いついたようにシャーロットの耳元で、あっと声を出した。

「そうだ。開店まで時間があるし、ちょっと休憩するなんてどう？」

　抱擁をやめて、アーサーはシャーロットを見る。

「シャルも疲れただろう？　どう？　仮眠室で休憩しない？」

「……だめですよ」

　シャーロットはアーサーから離れるようなことはしなかった。

　それでも一応ちらりと彼を見る。

「今日の仕込みは終わったのですか？」

　すると彼は満面の笑みをシャーロットに向けた。

「もちろん。野菜たっぷりの子羊のシチューはいつでも出せるし、肉や魚の下味は終わっている。野菜だって下処理済みだ。今すぐにでもお客さまを迎えられる」

　アーサーはわざと壁にかかった時計を見る。

「俺があまりにも優秀な料理人だから、開店時間まで三時間も余裕がある。君と一緒に仮眠室で休憩をとって、風呂に入りに戻っても時間があまるよ」

　彼は言葉巧みに言うと、シャーロットを抱きかかえた。

　足が宙に浮く。

「だからさ。今日頑張った者同士、休憩をしよう」

「休憩じゃすまなくなるでしょう？」

　シャーロットは緩んでしまいそうになる頬を引き締めながら言った。

「でもだからって、いつまでもお預けってわけにもいかないし」

「それは……その……」

　彼に指摘されるとシャーロットはしどろもどろになってしまった。

　アーサーを我慢させているという自覚があるからだ。

　アーサーが退団を決めてから半年間近く、心は通じ合ったものの二人の関係は進展していない。

　アーサーの家で過ごす時間は増えたが、体を重ねるまでに至っていなかったのだ。

　いつかはと思いつつも、ずっと先送りにしていた。

（もしかして……ついに……）

　緊張でごくりと喉を鳴らすと、アーサーは気付いたのかほほ笑んでくれた。

「やっぱり、今度にする？」

　引き下がられてしまうと、申し訳なさが勝ってしまう。

「いいえ。休憩しましょう。ここで」

　そう答えると、彼は満足そうにほほ笑んだ。

　休憩室へと連れられてしまう。

　彼が騎士を辞めてまでしたかったのは、自分の店を持ち、料理をふるまうということだった。

　シャーロットはそれを聞いたとき、ぜひやるべきだと思った。

　彼の料理はどれも絶品で、自分だけが食べているのはもったいないほどだった。

　なにより、やりたいことがあるなら挑戦したほうがいい。

　それに、剣を握っている彼よりもフライパンを振っている彼のほうがシャーロットは好きだった。

　ただ、結婚は保留にした。

　シャーロットは騎士団長として、アーサーは料理人として、まずは自分のことに専念しようと決めた。

　その代わり、恋人になった。

　シャーロットは恋愛というものをしたことがなかった。恋人もできたことがない。

　そのことをアーサーに打ち明けると、そういうことならとわかってくれた。

　二人でいろいろな『初めて』を経験しようと約束した。

　がちゃりと、後ろ手にアーサーは仮眠室の扉を閉める。

　簡易のベッドにシャーロットを下ろすと、待ちきれないとばかりにキスをした。

　深いキスだった。

　舌を絡め、お互いを求め合う。

　シャーロットはうっとりしたが、慌てて彼の胸を手で押した。

　キスを止めたアーサーは、少し心配そうな表情をする。

「やっぱりいやだった？」

「そうじゃないんです……」

　シャーロットはうつむいた。

　しかし、覚悟を決めると再びアーサーを見た。

「セーフワードを変えたいんです。あなたに『愛してる』って言いたいから」

　彼は一瞬驚いた表情をした後、シャーロットに覆いかぶさった。

　ベッドがきしむ。

「いい！　いいね！　なににしよう！」

「じゃあ、安直ですが『大嫌い』にします」

「それは、言われたらショックだろうね……」

「私が言わなくてもいいようにしてくださいね」

　シャーロットは彼の体に乗り上げると、いたずらな笑みを作った。

　そして自らアーサーにキスをした。

　すぐにキスをやめることを、彼は許さなかった。

　両腕でシャーロットを抱き寄せ、離れられないようにした。

「ん……ふぅ……」

　彼の体の上に乗ったまま、逃れられないキスにシャーロットは喘いだ。

　シャーロットがキスに夢中になっている間に、彼はシャツのボタンを外していく。

　慣れた手つきで胸のさらしをほどけさせる。

　あっという間に淫らな姿になってしまったシャーロットは、キスが終わってもぼんやりとアーサーを見つめてしまった。

「シャル、服を脱いで」

　彼の言葉にぞくりとした。

　シャーロットは唇を緩める。

「それって命令コマンドですよね？」

「あぁ。嫌ならセーフワードを言ってくれていいよ」

　彼の命令はいつもこちらに選択がゆだねられている。

　まるでそれに従う自分が淫らな気持ちにさせられた。

　それでいて、この関係がシャーロットを興奮させる。

　シャーロットは俯くと、彼に中途半端に脱がされたシャツに手をかけた。

　アーサーも自らのシャツのボタンを外していく。

　衣擦れの音が部屋に響いていた。

　そしてシャーロットは裸に、首輪だけの姿になった。

　ベッドに腰掛けながら、お互いの裸体をまじまじと見る。

　とくにシャーロットはアーサーに興味をそそられた。

　あれから何度か彼の裸を見たが、惚れ惚れしてしまう。

　上半身は引き締まり、腹は筋肉できれいに割れている。

　たくましい足と、そしてシャーロットにはない男の部分。

　そこは腹につきそうなほど、反り返っていた。

　シャーロットが思わず手を伸ばしそうになると、アーサーが手首を掴んできた。

「だめだよ、シャル」

　セクシーな彼の声にどきりとした。

　いたずらを見つけられてしまったように、シャーロットは決まりが悪くなる。

　彼が近づいてきて耳打ちする。

「君に触れられたら、正気を失いそうだ」

　低い声がシャーロットの鼓膜を震わせ、官能の熱を呼び覚ます。

　アーサーはシャーロットを抱き寄せると、そのまま寝転がってしまった。

「きゃっ」

　シャーロットが再び、彼の腹に乗る。

　アーサーの肌はすべすべして、しっとり温かい。

　それよりも、シャーロットの腹にあたっている、アーサーの陰茎が存在感を示していた。

（硬くて熱くて……ああ……）

　その熱は、シャーロットから正気を奪う。

　腹にあたるその熱の塊は、まるで別の生き物のように脈打っていた。

　しかし、シャーロットが体を捩るとアーサーが苦し気に呻く。

「すみません、痛かったですか？」

　男性のことはわからない。

　もしかすると、そこはとても繊細で擦れるだけでも激しい痛みがあるのかもしれない。

「こっちこそごめん。痛くはない。痛くはないけど……我慢できなくなりそうで……」

　アーサーは両手でシャーロットの尻に触れ、指を滑り込ませると秘部に触れた。

　そこは蜜で溢れ、待ちわびている。

「シャルの中に、入りたくてたまらない……」

　彼の切な気な声に、シャーロットの胸をときめかせる。

「私も……」

　彼はなにかに耐えるように呻く。

　そのまま秘部をなぶる指が中へと入ってきた。

「あぁっ……」

　いつもとは違う指の動きにシャーロットは声を上げる。

　指が、二本入っている。

　それも膣肉を押し広げるように、別々の動きをして。

「んっ……あっ……」

　しかし、じれったい。

　いつもなら気持ちのいいところばかりを指の腹で擦るというのに。

　そして何度も彼の指によって達してしまう。

　それなのに、今日はそれが目的ではないというように指が、いいところを避けて動く。

「ふっ……あっ、そこ……ちがっ……」

　痒いところに手が届かないようだった。

　無意識のうちに腰を揺れ動かし、シャーロットは淫らに喘いだ。

　しかし、彼の指はシャーロットを満足させる前に抜かれてしまった。

「あっ……ああ……」

　残念そうなシャーロットの声に、彼は頭をもたげてキスをしてくれた。

「シャル、入れてもいい？」

　指よりも大きな熱の塊が、秘部の入り口にぴったりと押し当てられる。

　シャーロットは緊張から息をのんだ。

　体が強張ったことに気づいたのか、アーサーはこちらを見つめてきた。

「怖い？」

　優しいブルーの瞳が、シャーロットを映している。

「いいえ」

　シャーロットは首を横に振ると、上半身を少し起こした。

　そのまま動くと、秘部に押し当てられた陰茎がゆっくりと入ってくる。

「シャ、シャル！　んっ……くぅ……」

　彼は声を押し殺すように喘いだ。

　アーサーの少し裏返った声を、かわいいと思った。

　初めて男性を受け入れる秘部は、少し痛い。

　しかし、今まで騎士として何度も怪我をしてきた。

　こんな痛みなんてなんともない。

　いや、この痛みにはそれ以上の幸福があった。

　愛する人を自分から迎え入れる幸せが。

「シャル、止まって……」

　彼は少し体を捩る。

　シャーロットは彼のわき腹を両手で掴む。

　そのまま、陰茎を自ら迎え入れていく。

　膣肉を分け入って入ってくる陰茎。

　アーサーが上半身だけを起こしているシャーロットを止めるように抱きしめた。

「好きだ。愛している、シャル……！」

　そのまま、ぐっと奥の奥まで入ってくる。

　痛みと幸福でシャーロットは歯を食いしばった。

　ずっと言ってはいけないと思っていた言葉をこらえる癖がついていたからだ。

　きつく結んだ唇に彼がキスをしてくれる。

「もう我慢しなくていいんだよ」

　ハッとした。

　彼を見つめる。

　すると、アーサーは余裕がなさそうにほほ笑んでくれた。

「それとも『大嫌い』？」

「いいえ。愛しています、アーサー……」

　シャーロットの中に、彼が隙間なく入っていた。

　心の奥までも。
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　それから数年が経った。

　シャーロットの暮らす国はあいかわらず平和で、より豊かになった。

　住みやすい国だと噂が噂を呼び、たくさんの人々が移住してきたのだ。

　それにともない、騎士の数は増えていった。

　その中にはちらほら女性の姿がある。首輪をした人々の姿も。

　人々はシャーロットを英雄と呼んだ。

　そしてそんな英雄は、現在ソファでうとうとしていた。

　暖炉で薪がはぜる音を聞きながら、寝返りを打つ。

　近くで小さな足音がした。

「ママ！　パパと一緒にパンケーキ焼いたの！　見て、絵本みたいに三段よ！　ママ、見て！　……あれ？」

　愛娘の明るい声にシャーロットは答えたかったが、睡魔に勝てなかった。

　しばらくして別の足音が聞こえてくる。

　アーサーだ。

「ママは遠征から帰ってきて疲れてるんだよ。寝かせてあげて。じゃないとパパがママに『大嫌い』って言われちゃうからね」

　シャーロットはそのまま、夢の中に落ちていった。

　自分の幸せを噛みしめながら。







了
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